


[image: ]







[image: ]








プロローグ できるはずがない

前章 花苑図書館の司書さん

中章 監視と恋人

後章 救いを求めて

エピローグ 輝く夜を、二人で……









プロローグ できるはずがない








　どうして、こんなことになったのだろう。

　優ゆう花かは、独り残されたベッドに裸で横たわりながら、ぼんやりと部屋の壁を見つめていた。

（好きな人に触れることができた……でも、こんな形で──）

　でも、拒みきれなかった、逃げきれなかった。

　もしあの時、彼のことを見ないふりをしていれば。

（──できるはず、ない）

　何度も過去を振り返っても、答えは同じだった。

　大好きな人の、裏の顔。

　きっと今なら、逃げ出すのは簡単だろう。

　でも、できない──。

　また、誰かに去られるのは嫌だった。







前章 花苑図書館の司書さん








　人口十五万人弱の地方都市、梶山辺市のＣ地区。

　駅前は賑わっているものの、隣駅までの道のりを半分も行けば、閑静な住宅街に入る。

　一戸建てが多いが、大通りにはマンションがいくつか建てられている。

　小学校が住宅街の近くにあるため、朝と夕方には子ども達の声で多少賑やかになる程度の、平和な地域だ。

　そんな街の、土曜日の昼下がり。

　愛あい咲ざき優花は、この地区にある市内最大の公園に向かっていた。

　優花は隣県で生まれ育ち、地元の文系大学を卒業してから、梶山辺市役所近くの建築会社に事務員として就職した。

　それから四年が経ち、今年で二十六歳になる。すっかり一人暮らしにも慣れた。

　大型連休がとっくに過ぎ、夏の気配が色濃くなってくる五月の半ばも過ぎた。公園には、今が見頃の薔薇が香り高く咲き誇っている。

　だが、優花の目的は薔薇ではない。

　賑わう公園内でも、比較的人通りの少ない端の道を通る。近道だからだ。遠目に見えるよちよち歩きの赤ちゃんと、それを見守る若い親二人を微笑ましく思っていると、蔦が這う煉瓦の門が見えた。

　公園の敷地内なのか、それともごくごく密接する形で建っているのかは定かではない。だが、同じ薔薇の花が咲いているせいか、一見しただけでは公園の施設に見える、二階建ての建物が、優花の目的地だった。

　私立花はな苑ぞの図書館。

　門の内側の庭には、公園にも負けないほどの四季折々の花が植えられている。

　薔薇以外にも、チューリップ、ネモフィラ、パンジー、カサブランカ、アマリリス。分かる範囲でも、かなり多種多様な花が咲いている。

　公園と少し違うのは、こちらの方が敷地が狭いため、より花々が密集しているように見えることだ。

　一定の秩序を持って植えられた花々は、よほどのセンスがなければ、ただ雑多に植わっているだけに見えるものだ。

　しかしこの庭は、とてもバランスよく咲いていて美しい。

　市立図書館は役所の向かいに存在し、このＣ地区には小規模な分館もある。

　最初は市立図書館に通っていたが、三年前に公園をうろうろしている時に、花苑図書館の存在を知った。

　二階建てといっても、規模としては地方の公民館程度。蔵書数もさほど多くない。

　だが、大正時代に建てられたという建物は、現代からすれば非日常的でありながら、どこか温もりを感じる。館内に漂うやや古い紙の匂いも相まって、優花にとっては落ち着く空間だった。

　気づけば、足繁く通うようになっていた。

　庭に入ると、恰幅の良い六十代の男が、缶コーヒー片手にベンチに腰掛けていた。

　つばつきの帽子をかぶり、作業着の上にエプロンを着て、胸元には名札をつけている。

　権ごん藤どうと書かれた名札をつけた男は、優花と視線が合うと、垂れた眼をいっそう人懐っこそうに細めて、帽子を取って頭を軽く下げてきた。

「やあ、優花ちゃん。今日はちょい暑いね」

「こんにちは、ゴンさん」

　権藤は古株の職員で、司書ではないが、事務や掃除、それこそ近隣の道案内なども何でもする用務員だ。暇があればこうして、庭の手入れをしている。

　ゴンさんの愛称は、優花だけでなく、この図書館の常連は皆使っている。そして彼自身も、人の顔と名前を覚えるのは得意で、気さくな性格ゆえにすぐに利用者と打ち解ける。

　ゴンさんは、何となく父を思い出すのだ。見た目も全く違うし、どちらかといえば寡黙な性た質ちではあったが、娘の優花にとても優しかった。

　だが、父はいなくなってしまった。

　だからこそ、優しく接してくれる年配のゴンさんに、優花は何となく父親を重ねてしまうのだった。

「弓ゆ弦づるなら、もう休憩の時間や。昼飯誘ってやったら？」

「え、いえっ、本を返しに来ただけだし」

「そない愛想ないこというたんなや。あれもああ見えて、優花ちゃんが来るの楽しみにしとんでェ」

「も、もう、やだな、ゴンさんってば」

　お世辞や冗談の類だとは分かっている。だが、心のどこかでは期待してしまう。

　菊きく嶋しま弓弦。

　優花より二つ上の二十八歳で、この図書館の正規職員だ。司書資格は、働きながら取得したらしい。

　眼鏡を掛けた知的で寡黙な文学青年──という見た目の印象だが、実際は気さくで面倒見が良い。誰に対しても親切だ。

　だから、自分は特別な存在ではない。

　そう思いながらも、弓弦がほんの少しでも自分を気にかけてくれるなら、自然とそわそわと落ち着かなくなる自分がいる。

　館内は外に比べて涼やかだった。

　花苑図書館はいつも適温に保たれている。そのせいか、ロビーに三つあるソファーはいつも誰かが座っている。

　しかし、開架スペースの利用には料金が必要のため、混雑することは滅多にない。

　優花は、懐から年間パスを兼ねた会員証を取り出して、入口のリーダーにかざした。利用料といっても、節約を心がけなくてはいけないほど高くはない。

　ずらりと棚の並ぶ開架スペースに入ると、こじんまりとしたカウンターに弓弦がいた。彼は席を立ち、今まさに『休憩中』の立て札を置こうとしていた。

　その時、弓弦の前で、ぺちんと小さな子どもが転倒した。未就学児は無料なので、親が利用者なのだろう。

　優花が駆け出すよりも早く、彼はカウンターに手をついて一瞬で飛び越えた。

（えっ、何、今の）

　あまりに素早く、しかし静かな動きで、優花は立ち止まってしまった。だが周りには、子どもの親らしい姿すらなかった。

「大丈夫？」

　泣き出しそうになった子どもにかける声は、優しく穏やかだった。いつもの彼だ。

「あ、ああっ、すみません」

　母親らしき女性が、二つ向こうの本棚の裏から顔を出し、駆け寄ってきた。どうやら少し眼を離して、今いなくなったことに気づいたようだ。

「大丈夫です、怪我はしてないようですから」

「すみません！」

「僕にではなく、お子さんに謝ってあげてください。ほら、お母さんきてくれたよ」

　弓弦は物腰の柔らかさはそのままに、そう母親に毅然と告げた。

　母親も、その通りだと思ったのか、子どもを抱きかかえて「ごめんね、手を繋ごうっていったのはお母さんだったのにね」と、背中を優しく叩いて、また本棚の方へと戻っていった。

　そして、ぼうっと成り行きを見守っていた優花が声をかけるよりも早く、弓弦がこちらに気づいた。

　眼鏡の奥の眼が、柔らかく細くなった。

「愛咲さん。こんにちは。返却？」

　これから休憩というタイミングだというのに、弓弦は嫌な顔一つせず、立て札を下げようとした。

「こんにちは。あ、返却は返却なんだけど……これからお昼ですよね？」

　ゴンさんの言葉が脳裏から離れない。

（──誘ってみようかな）

「あの……良かったら、一緒にご飯、行きませんか？」

　ランチを誘うのは、実は初めてだ。

　実は何度か挑戦しようとしたのだが、勇気が出なかった。

　断られて元々だ、と思い、優花は努めて明るい調子でいってみた。だが、どうしても声が少しだけ上ずってしまう。

「いいですよ」

「本当ですか！」

　だが思ったより早い返事がきて、優花は思わず食い気味に返してしまった。今度こそ、顔が熱くなった。

　すると、弓弦がくすっと笑った。

「今日は遅刻ギリギリで、朝はコンビニに寄れなかったので。愛咲さんは何が食べたいですか？」

「えっと、イタリアンとか？」

「いいですね。俺、好きですよ。イタリアン。良い店があるんですけど、行きませんか」

「！　是非！」

　何気なく答えた言葉に対し、オススメの店を案内してくれることとなって、優花は嬉しくて仕方なかった。
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　花苑図書館の周辺には、飲食店が点在している。

　チェーン店は殆どなく、大抵は個人でやっている店だ。それでもガイドブックの常連や、クチコミサイトで高評価を得ているところも多い。

　弓弦が連れてきてくれたのは、その中でも、かなりひっそりとした創作イタリアンの店だった。

　落ち着いた外装で、看板も小さい。だが、中に入るとくもり窓から太陽の光が柔らかく差し込んで、店全体がとても明るい雰囲気だった。

　ランチセットは二種類。メインはパスタかピザを選べて、サラダとスープとドリンクがついている。

　パスタはきのこクリーム。ピザはマルゲリータだ。

「うーん、どちらも捨てがたいですね……」

　優花は真剣に悩んだ。

　どちらも美味しいに違いないし、気分としてはどちらでも構わない。それだけに、なかなか決められなかった。

「愛咲さんは、昨日何を食べましたか？」

「え、昨日ですか？」

　弓弦に問われて、優花は記憶を辿った。

「えーと、パン……と、トマトスープと……あとはサラダとか」

「だったら、愛咲さんはパスタが良いと思いますよ。俺はピザにします」

「いいんですか？　私基準で」

「ええ。取り皿を貰って、シェアしませんか」

「！　はい！」

　迷いすぎたことへの助け舟だとは思いつつも、優花は思わず口元を緩ませてしまい、メニュー表でそれを隠した。

　注文してしばらくすると、サラダとスープが届いた。

　サラダは瑞々しいレタスに、トマトときゅうりが添えられているシンプルなものだが、ドレッシングの酸味が効いて、野菜の甘みを引き立てている。

　スープはシンプルなコンソメだが、顆粒のものではなく、一から素材をしっかり煮込んで作っているのが、一口飲んだだけで分かる。

　先に届いた二品のおかげで、メインへの期待が膨らむ。

　ちょうどサラダを食べ終えた頃に、パスタとピザが運ばれてきた。

「わあっ、美味しそう！」

　きのこは数種類入っていた。暖かく美味しそうなクリームの匂いが漂ってきて、食欲をそそる。

　うっかりすぐに食べそうになる優花だったが、取り皿の存在を思い出して、慌ててフォークを引っ込めた。

「どうぞ、先に食べてもらってよかったのに」

　弓弦にそういわれたが、さすがに手をつけたものをシェアするのは、優花も気が引けてしまった。

　慌てて「まだフォーク使ってないので」といって、優花は取り皿にパスタを分けた。その間に、弓弦が手際良くカッターでマルゲリータを八等分にしていた。

　均等にきっちりと切られていて、優花は感心してしまった。

「私、そんなに綺麗に切れたことないです」

「そうなんですか？　俺もそこまで上手いわけじゃないですよ」

「だんだん、中心からズレてきちゃって。なので、ピザを切るのはいつも、誰かに任せてしまうんです」

「大丈夫ですよ、できる人間がやればいいんです」

　弓弦の言葉は、穏やかで優しい。

　どうすれば、ここまで相手を肯定できるのだろう。図書館でも、いつもそうだ。

（きっと、愛されて育った人なんだ。全てを受け入れてもらえたから、どんな他人も受け入れられる。そういう人なんだろうな）

　こういう人になりたい。

　でも、どうしても自分は、受け入れたいと思う他人を選んでしまう。

　誰にでも優しくなんて、なれない。

「食べましょうか」

「あっ、はい！」

　無言をどう思われたかは分からないが、声をかけられて、優花は素直に返事をした。

　パスタはクリーミーで、程よい温かさで口の中に溶けるように広がる。きのこの味と食感がそれぞれ違っていて、飽きることがない。振りかけられた胡椒も良いスパイスだ。

「マルゲリータもどうぞ。こっちは熱いので気をつけて」

「はい。っ、ほんとですね……」

　注意されたのに、早速、舌に触れた熱さに優花は驚いた。さすがに少し冷めていると思っていたのに、本当に出来立てだったらしい。

　一口だけ食べて、カップの水を口に含む。

　その様子を、弓弦が見つめていることに気づいて、優花は気恥ずかしくなった。

「火傷しましたか？」

「い、いえっ、ちょっと熱かっただけなので。平気です」

「よかった。……それにしても、愛咲さんは」

「え？」

「とても、美味しそうに食べますね。表情がコロコロ変わって、見ていて楽しいです」

「た、楽しい、ですか？」

　そんなこといわれたの、初めてかもしれない。

　優花は、顔が熱くなった。

　その後は、まともに味の記憶がない。美味しかったのは確かなのだが、弓弦の一挙一動に、どうにも視線が定まらなくなってしまった。

　しかも苦し紛れに手洗いに立って戻ってみれば、支払いも弓弦によって全て済ませてあった。

「ありがとうございます、ごちそうさまでした！」

　昼休みが終わる前に戻れるよう、退店した時、優花は改めて礼をいった。

「いいえ。やっぱり、誰かと食べるのはいいですね」

「そう、ですね」

「──年、ぶりかな」

「え？」

　ぽそりと呟いた声が、いつもの弓弦らしくなく、掠れて聞こえた。

（でも、私は……菊嶋さんのこと、どれだけ知っているというのだろう）

　どうして、今見ている横顔がどこか寂しげに映るのか。

　優花が答えを出せないまま、二人は花苑図書館に到着したのだった。
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　片想いの相手と、たった一度の食事。

　それも、一時間の休憩で、本当にイタリアンレストランでランチをとっただけ。

　二人の関係に、何らかの進展があったわけではない。

　連絡先すら未だ交換していないのだ。

　それでも、優花にとっては何度思い出しても心が躍る出来事だった。

（なんて燃費がいいんだろ、私って）

　このところ、職場への受注が急に増えた関係で、仕事が多忙になった。残業が続いて土日も出勤、仕事が終わる頃には図書館は閉館していた。

　図書館に行けず二週間ほどが経ったが、ようやく一段落がつきそうだった。

　その間、弓弦と食事をしたことを思い出しながら、何とか気力を回復させて過ごした。

（明日の土曜日、行けるかな。本は一応、電話で延長手続き取ったけど）

　花苑図書館には公式サイトがない。

　そのため、会員登録には来館せねばならず、その他の手続きは会員の手引きに載っている番号にかけて電話で行う。延長時に応対してくれたのはゴンさんだった。

　そんなひと手間のおかげで、会員がそこまで増えず、さほど開架スペースは混まずに済んでいるのだろう──もはや道楽レベルの経営だな、と思ったりもする。

　──あそこは、癒やしの場所なのだ。

　道楽レベルだからこそ、少し不安はある。いつか潰れてしまうのではないか、と。

　だが、あそこは、居心地が良い。だから、潰れてほしくない。




　離婚した両親。母親についていくことになったが、優花の意思ではない。

　両親は親権を争ったが、ある日突然父が折れた。

　母の粘り勝ちだったのだろうが、優花にとっては「父親に見捨てられた」という気持ちが強かった。それでも、父を嫌いにはならなかった。

　それ以来、父と会う機会はなかった。優花は母に一度だけ会いたいといったら、酷く叱られてしまった。父の話題は禁句となってしまった。

　そして交際していたわけではないが、それなりに親しくなった男性もいた。

　だが、突然連絡が途絶えた。友人曰く「彼女できたらしいよ」とのことだった。その友人とも、卒業を境に疎遠になってしまった。

　もう、親しい人がいきなりいなくなるのは嫌だった。

　せめて、理由を話してほしい。

　話さないで、離れていってしまうのが怖い。

　弓弦への想いも、簡単に打ち明けられないでいるのは、そうした出来事が影響していた。

（……残業代も出るし、来月、服買っちゃおうかな）

　金曜日の夜九時。

　明日は久方ぶりに休みを貰った。

　いや、元々休みなのだから、貰ったというのはおかしいが、ともかくたまった洗濯をして、掃除をしてから図書館に行きたい。

　殆どの店が営業終了したショッピングセンターを脇目に、マンションを目指して歩いていると──ふと、細い路地で何か物音がして、優花は思わずそちらに目をやった。

　野良猫だろうか。

　覗き込んだ時、辺りはすっかり暗く、路地だから光もないにもかかわらず──赤い色が飛び込んできた。

「えっ……」

　瞬きをすると、鮮やかな赤色は消えた。代わりに視界には、黒いパーカーを着た男が、壁を背に蹲っているのが飛び込んできた。

　フードが外れていた。髪は乱れていたが、ゆっくりこちらを見たその男の顔を、優花はよく知っていた。

　驚きに見開かれた顔。だが、きっと今、自分も同じ顔をしている。

「──き……くしま、さん？」

　彼は左の肩口を手で押さえていた。よく見ると、指と指の間からじんわりと血が滲んでいた。赤の原因はこれだと、優花は直感した。

「どうしたんですかっ！　いったいなにが──」

　路地の奥で、さらに何かが僅かに動いた気配があった。だがその正体を知る前に、目の前の弓弦が機敏に立ち上がった。

「所詮はお前も汚れた人間だろうが！」

　怒号が聞こえた。それは弓弦の声ではなかった。

　直後、優花の意識は飛んだ。
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「……ん……」

　重い瞼が、自然と開かれていく。

　薄暗い部屋の天井が、ゆっくりと像を結んでいく。自室ではなかった。空気の匂いも違う。

　ゆっくりと身体を起こして、辺りを見渡す。

「ここ、どこ……？」

　見覚えのない場所だった。恐らくマンションの一室だろうが、キッチンと玄関が見えない。

　つまりワンルームではなく、少なくとも１ＤＫだ。しかし家具が最低限で、生活感がない。聞こえるのはエアコンの音だけだ。

（いったいどうして？　私、確か）

　最後に見たのは、怪我をした菊嶋の姿だ。そして彼の向こう側で何か──あれもきっと人影だ。それが動いて、直後に菊嶋が立ち上がった。

　そして、あの怒号。

『所詮はお前も汚れた人間だろうが！』

　あれはどういう意味なのか。そして、絶対に弓弦の声ではなかった。となると、あの人影が発したのか。

（……私、気絶した？）

　どうしてそうなったかは分からない。倒れていた人が動いて、叫んだのが弓弦ではない別人だった、というのを思い出しただけで、その後の記憶は全くない。

　ふと自分の身体を見やると、だぼっとした黒いＴシャツに着替えていた。自分のものではない。下着だけは身につけているようだが、ボトムスは何も穿いていなかった。

「っ！」

　元々着ていた服はどこだと慌てて視線を動かしたが、部屋のどこにもない。通勤用のバッグもだ。

　まさか、誘拐された──？

　背中から血の気がさぁっと引いていく感覚に襲われた時、ドアがいきなり開かれた。

　向こうは電気がついていたらしく、眩しさも相まって恐怖から優花は「きゃあ！」と叫んでしまった。

「あ、あ、いや、いや、こ、こないで」

　誰かが入ってくる。だが、それが誰か認識できない。

　逆光だからではなく、頭が処理するのを拒んでいる。

　ベッドから飛び出したくても、腰が抜けているみたいに動かない。

　その人物が近づいてきて、優花は思わず「いやあっ！」と右手を振り回した。だが、パシッと手首を掴まれてしまった。

「いやあっ！　離してっ、やめっ！」

「落ち着いて。愛咲さん」

　その声に、優花は全身が硬直した。

　そらしていた顔をおそるおそる、彼の方に向けた。

「き、く……しま……さん……？」

　優花の手首を捉えたのは、弓弦だった。

　彼は半袖の淡い色のＴシャツを着ていた。袖口から二の腕には、包帯が巻かれていた。

「ど、どうし、て？　怪我……あの……」

「……ごめんね。知らない部屋にいて驚いたでしょう。君、道で倒れていたんだ。僕の部屋が近かったから、運んだんだけど。ごめん、服が汚れていたから……見ないように着替えさせたから安心して」

　怪我については一切答えず、まるで言い訳めいた台詞を一方的に喋って、弓弦がにこりと笑った。

　彼の少し照れたような表情に、優花は──安心でも、羞恥でもない、言葉にするなら『不安』めいたものが全身を駆けた。

　そのせいで、頭の中に、一気に冷静さが戻ってきた。

「──怪我……して、ますよね」

「これ？　うん、昨日ちょっと本を棚に仕舞う時、脚立から転げ落ちてね。しかも分厚いハードカバー数冊が落ちてきて。ちょっとした打撲なんだけど、ゴンさんが一応包帯巻いとけって」

　弓弦の表情は変わらない。だが、彼は手を離してくれない。

「花苑図書館では、危険だから、重い本は全部下の段に置いているのに……？」

　優花は、声が震えるのを止められないものの、それでも訊ねた。

「開架スペースはそうだけど、書庫は狭いから重いのも上の段に置いているんだ」

　開架スペースについては隅々まで知っている。しかし、書庫は職員しか入れないため、優花は本当にそうなのかは知らない。

　だが、確かに見たのだ。

　左肩を押さえて蹲っていた弓弦。そして、罵声を浴びせた男。

　喧嘩をしたとか、酔っ払いに絡まれたとか、そういわれたならまだ納得できるのに。

　まるで、優花の記憶をねじ曲げようとしている。何も見なかった、聞かなかった、といわんばかりに。

　ここで「そうなんだ」と笑ってしまえば、きっと弓弦も「そうなんですよ」と同じように笑って、この手を離してくれる。

　着替えさせられて恥ずかしいな、と告げれば、きっと「ごめんなさい」と謝ってくれる。

　なのに。

　言い知れない不安は、優花を冷静にさせたのではなかった。好奇心、といわれれば否定はできない。しかし、幾つも重なったベールを剥ぎ取って、確かめてみたい気持ちに駆られて仕方なかった。

「──包帯。血が、滲んでます……」

　鎌をかけてしまった。

　どうして、そんなことをしてしまったのか。

　口にしてから、己の中の衝動を激しく責め立てたくなった。

　血など滲んでいない。だが、優花はなぜ弓弦が包帯を巻いているのか、その本当の理由を知っているのだ。

　そして、弓弦の望みに反して、追求したのだ。

　ギチッ、と、手首を掴む手の力が強くなって、優花は思わず呻いた。

「滲んでませんよ、愛咲さん」

「っ、でも……もし、私が倒れたんだったら、救急車を呼びませんか……？　部屋に連れてくるのではなく……」

「時間がかかるといっていたので」

「……あの男の人は何だったんですか。『汚れた人間』って何ですか。ただの喧嘩じゃないなら、警察に……」

「愛咲さん！」

　まるで優花の言葉をかき消すような声だった。そして、優花は思い切りベッドに押し倒されてしまった。

「菊嶋……さ……」

　いったい何が起こっているのだろう。汚れた人間、喧嘩、警察──そのいずれが、彼を突き動かしたのか。

　押し倒された時に思わず閉じてしまっていた眼を、優花はそっと開けた。

（あ……）

　弓弦が、眉を寄せて、怒りに満ちた顔──なのに、今にも泣き出しそうな表情をして、優花を見下ろしていた。

　そしてやっと気づいた。

　弓弦が眼鏡をしていないことに。違和感の正体はそれだったのか。いや、違う。眼鏡をしていないことに気づかないほど、弓弦の様子は最初から異常だった。

「──知らない方がいい」

　ぞっとするほど冷たい声だった。

　だが、どうしてだろう。耳に氷の如く入り込んできた囁きは、一方で悲しみを滲ませていた。

「貴方は、何を抱え込んでいるんですか……？」

　優花の問いかけに、弓弦はふっと小さく笑って首を横に振った。

「……警察にいいます」

「愛咲さん」

「だって、あの状況は異常です。私は見ました。菊嶋さんが怪我をしていたのも、あの男の人が『汚れた人間』といっていたのも。……それに、私……菊嶋さんに気絶させられたんですよね？」

　少し曖昧であるが、そうとしか思えない。

　倒れていた男とは距離があったし、起き上がったのも見ていない。優花に攻撃するにしても、間には弓弦がいた。

　それにもし、男の仕業なら、相手は凶器を持っていたはずだ。気絶で済まなかっただろう。

　弓弦だから、気絶だけで済ませて、全てを終わらせてくれた──そう信じたい。

　その上で、警察に連絡した方が良いと優花は思った。

　弓弦に通報を躊躇う理由があったとしても、少なくとも相手は武器を使って弓弦を襲った。圧倒的に向こうが加害者だ。

　そのことは、優花がしっかりと証言するつもりでいる。

「無駄ですよ、警察に告げても」

「え……どうして」

「だから、知らない方が幸せだといっているんですよ」

「でも、私に知らないふりをさせたい何かが、貴方をそんなに困らせているんでしょう？」

　ならば、何とかしてあげたい──。

　そう思うのは、普通なのではないのだろうか。

　好きな人が、こんなにも苦しんだ顔をするのを、黙って見過ごせと、たとえ本人にいわれたのだとしても。

　どうしても、納得できなかった。

「ほかに、相談できる場所とか探しましょう。私も、協力します。だって」

　貴方が好きだから、といおうとした時、弓弦の口元が歪んだ。

「どんなに僕がお願いしても、愛咲さんは黙っててはくれないんですね」

「えっ」

「酷いな。僕のこと好きなんだと思っていたのに」

「菊嶋、さん……？」

「僕だって、愛咲さんのこと、嫌いじゃなかった」

「え……」

　優花の困惑は、唇を素早く奪われ、スパークして飛んでしまった。

（今、私──キス、されたの？）

　それも好きだといわれた上で──この異常な状況で、胸が痛いほど心臓が鳴っている。不安だから？　恐怖しているから？　でも、脳裏にはいつもの優しい弓弦の姿が、何度もよぎる。

「──僕のこと、好きですよね？」

　唇が離れると、念を押すような言葉を囁かれる。

　どう答えるのが正解なのか。だが、考えるだけの気持ちの余裕はなかった。

　優花は、頷いてしまった。
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　身体が動かない。

「あ、っぅ、……っ！」

　ベッドに縫い付けられるように押し倒され、Ｔシャツの上から弓弦の手が這う。

「っ、んっ」

　その手が、裾から中へと入り込んでくる。

　冷ややかに感じる手だった。

　Ｔシャツを強引にたくし上げられ、下着が露わになる。

　今日まとっていたのは、淡いピンクのレースだ。すでに着替えの時に見られているだろう。

　かあっと、全身が熱くなる。

「や、あっ……っ」

「どうして拒むんですか……好き、なんですよね？」

「っ、でも……」

「……怖いならそれでもいい。いや、その方がいい……」

　どういうこと──といいかけた時、弓弦の手がブラを引き上げた。

「っ！」

　ぷるん、と、優花の乳房が勢いよくこぼれ出た。

　手で隠そうにも、二の腕をぐっと押さえられてしまい、柔らかくてすぐに形を変える胸は、男を誘うようにふるんふるんと揺れるだけだった。

　外気に触れているだけで、ぷっくりと、濃桃の乳首が尖る。

「んぅ……っ！」

　腕を押さえられたまま、揺れる胸に弓弦が唇を落とす。

　ちゅ、ちゅう、と、柔らかな肉を吸われ、紅い跡をつけられて──舌が、ぷくりと膨れた頂に触れる。

「ひゃ、んっ……！」

　男の人にそんなことをさせたことはない。

　ぞくぞくと背中が粟立つ。

　恐怖？　不安？　それとも──。

「あ、あ……っ」

　ちゅぷちゅぷと、弓弦の濡れた唇が乳首を吸う。その舌の動き、温もりに、優花はぶるりと震えた。

　すると脚の間が、むずりと疼いた。

（な、なに、これ……）

　太腿を擦り合わせて、何とか堪えようとする。

「っ、あ、っん」

　ぴくっ、ぴくっと、腰が動く。

　まるで小さな痺れが、パチパチと走っていくような──。

　初めての感覚に、戸惑う。

　自由を奪われている状況なのに、まだこの人が好きという気持ちが残っている。

　こんなに酷いことをされているのに。

「っ、は、ああ……！」

　息が荒くなって、声が高くなるのが自分でも分かってしまう。

　散々に舌で愛撫された乳首は、解放された時には紅くなっていた。

「っ、ん」

　弓弦の手が、性急に胸を揉みしだく。

　自由になったというのに、腕に上手く力が入らない。

　いや、腕だけでなく、腰も脚も──。

　弓弦の唇は、胸の下、腹の中央のラインをつうっとくだっていく。

　臍をきゅうっと吸われると、優花は「ひゃあっ」と大きな声を出してしまった。

「ああ、あ……っ、ぅ」

　ちゅる、ちゅると臍を舐められて、優花は今度こそ大きく腰を揺らしてしまった。

　これは、無理やりな行為のはずなのに──。

（……どうして？）

　感じている自分は、おかしい。

　そして、かなり強引なくせに、一方で決して優花に傷をつけまいとするような愛撫をする弓弦も。

　あらゆる矛盾に囚われると、今度は皮膚への刺激が襲ってきて、優花は知らないうちに脚を広げていた。

「っ、あっ」

　布越しに、弓弦の指がつうっと秘部を擦る。

　くち、と、濡れた音がした。それが弓弦に聞こえたかは分からないが、優花の耳はしっかりと捉えていた。

「ひ、ぅ……」

　だが、だんだん誤魔化しきれなくなってくる。

　ドクドクと、心臓が高鳴る。

「い……」

　このまま、抱かれる──。

　一つになる？

　そのことを、頭が一気に理解してしまう。

（やだ、嫌──怖い）

　今更ながらぶわっと溢れた恐怖。

「いっ、いやっ……」

　優花は、半ば無意識に声をあげていた。

「っ……」

　弓弦が、僅かに怯んだような気配があった。

　だが、止めてくれるはずはないだろう。

「やっ、あ、あ、あ、怖いっ！」

　パニック状態になり、優花は首を横に振った。

　だが弓弦を押しのけようとする発想が、なぜかなかった。ただただ、脚を閉じようとした。

　しかし弓弦が間にいて、それは敵わなかった。

（どうしよう、どうしよう──！）

　思えば眼が覚めてから、いやに興奮状態だった気がする。

　非日常の光景に、好きな人の言動に、強引な口づけ──熱に浮かされて、今、やっと冷静な思考が戻りつつあるのだったら、むしろ残酷だ。

　こんなことで弓弦が止めてくれるはずがないのに。

「っ、ううぅ」

　ぽろ、ぽろ、と、涙が溢れてきた。

　泣くのを、止めることができない。

「──」

　弓弦が顔を上げた。びくっと、優花は震え、硬直した。

　きゅっと唇を噛み、眼を閉じる。

　だが、次に何も起こることはなかった。

「……？」

　おそるおそる瞼を開けると、弓弦は身体を起こして、優花を呆然と見下ろしていた。

「──菊嶋……さん……？」

「……」

　弓弦は答えなかった。

　ただ、青ざめたような顔をして眉根を寄せ、何度か首を横に振った。

「……俺は向こうにいる」

「え……？」

「朝になったら、出て行ってくれていい……俺は、何もしない」

「菊嶋さん……」

　弓弦はベッドから降りると、ゆっくりとした足取りで部屋を出て行った。

「待って」

　優花は起き上がったが、それよりも早くバタンと扉が閉められる。

　まるでそれが、拒絶を示しているかのようで──。

「……菊嶋さん」

　優花はしばらく、ドアを見つめた。物音は聞こえなかった。

　追いかけるべきか。

　悩んでいるうちに、ドッと、全身を倦怠感が襲ってきた。連日の残業の疲れに加えて、とても想像できないような出来事が続いたせいだ。

　起きていられなくなって、優花はベッドに再び横たわった。

（いったい、今日は何が起きたというのだろう……）

　つい数時間前まで、好きな人と食事に行ったことを思い返しては、明日への気力にしていたというのに。

　だが、まだ触れられただけだ。抱かれたわけではない。

（でも、こんなの……）

　拒むことなどできなかった。こういう時、毅然と拒むことを身体が恐れることがあると聞いたことがある。

　しかし、一方で、弓弦と一線を越えたいと思うような……。

「だめだ……頭の中、ぐちゃぐちゃだ……」

　何が正しいのか、分からなくなってきた。

　ぬるり、と、脚の間でぬめるような感覚があった。

　それは間違いなく、弓弦によって齎された快楽の残滓だ。

　ずく、ずく、と腹の奥が疼く。そして全く同じ音を立てて、胸が痛む。

　優花は静かに瞼を閉じた。

（これはきっと、夢ね）

　悪夢だとは信じたくないけれども。

　疲れた身体から力が抜けると、睡魔はいとも容易く訪れたのだった。
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　気づけば朝だった。

　二度目の天井をしばらく眺めた後、優花は起き上がった。

　洗い替えのようだが、昨日と同じデザインのＴシャツを着せられていた。

（……こんな時でも眠ってしまうんだ……）

　ここ数日の残業による疲れもあるが、昨夜のことが衝撃的すぎて、頭も身体もオーバーヒートしたのだろう。

　弓弦はいなかった。ドアの向こうにも、人の気配はない。

（仕事に行ったのかな……一晩しか経っていないなら、今日は土曜日ね）

　優花は休みだが、花苑図書館は、年末年始と蔵書点検期間を除けば年中無休で開館している。

　優花が行く時はほぼ弓弦が出勤していたが、さすがにシフト制のはずだ。

　優花はベッドから下りると、改めて部屋を見渡した。

　クローゼットはあるが、開ける気はしない。部屋の真ん中のローテーブルに、昨日着ていた優花の服と下着が置かれていた。

　服はともかく、ブラとショーツを見て、優花はかあっと顔が熱くなった。

　だが置いてあるということは、着替えてもいいと判断して、優花は手早く着替えた。洗濯済みで、自宅で使っているフローラル系の洗剤とが違う、清涼剤のような香りがした。

（菊嶋さんの匂い……）

　恐らく洗剤は無香料のはずだ。だが、すれ違った時など、ほんの少しだけ感じた記憶がある。それと同じものだった。

（……心臓が痛い）

　ドキドキしている。

　それは、弓弦の秘密を知ったというとてつもない不安からなのか、それとも好きな人に触れられた記憶が生々しく甦ったからなのか。

　もし後者なら、何ともお気楽な性格だ──などと自嘲して、優花はそっとドアを開けた。

　半開きのドアから覗き込むようにして、様子を窺った。

　キッチンが眼に入った。寝室同様に生活感が殆どない。

　思った通り、ここは１ＤＫのマンションだった。

　おそるおそる寝室を出てみても、弓弦の姿は、やはりどこにもなかった。

　優花の鞄は、ダイニングテーブルの椅子の上に置かれていた。近づいて中を確認する。スマホも財布も鍵もあった。いや、そもそも開けて探られた形跡も一切なかった。

　弓弦のあの様子から、ここを出て行くことを許されていない気がして、鍵などを取り上げられたのではないかと、一瞬でも考えた自分に、何だか胸がもやもやした。

（……帰ってもいい、ってことかな）

　昨夜のあれはなんだったのだろう。

　抱こうとしたのは、優花の恋心を利用して他言無用と圧力をかけるため──だったとは思う。

　しかし、それならどこかに閉じ込めておく、それこそこのマンションから出られなくする方がいいのではないか。いや、監禁は大変なのかもしれない。

　それなら、やはり貴重品を隠して帰れなくする方が──だが、優花が警察に駆け込んでしまっては意味がない。

（菊嶋さんは、何を考えているの……？）

　何より頭が混乱するのは──これまでの弓弦と、昨晩の弓弦が結びつかないこと。穏やかで気さくなあの人が、何者かと流血騒ぎを起こし、なおかつ目撃者の優花に口封じをした。

　だが一方で、優花を拘束もせずに一人残していった。着替えも洗濯して、鞄もそのままで。

　それに、どうして彼は──圧をかけてきた時、今にも泣きそうな顔をしていたのだろう。

　何もかもがちぐはぐだった。

　優花はふと、ダイニングテーブルの上に視線を向けた。

「あ……」

　そこには、野菜ジュースとジャムパンが置かれ、その下に白い紙が敷かれていた。

『訴えてくれて構わない』

　細いペンの鋭い筆跡で書かれたメッセージに、優花はずきんと、ひときわ強い痛みが胸に走るのを感じた。

　拒絶。

　むしろそれは、客観的に考えれば、優花の方こそ弓弦に対して抱くべき感情なのかもしれない。

　だが、それならなぜ──涙が溢れ出て、止まらないのだろうか。

　優花のために、着替えだけでなく、朝食まで用意しておいてくれた。矛盾したその優しさが、いっそう優花を惑わせるのだった。
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　油断、というものだろう。

　弓弦は帰路に就く中で、朝から何度目なのか数えるのも馬鹿らしいほどのため息を、深くついた。

　人通りの少ない場所に誘導したが、相手に抵抗されてやむなく応戦するしかなかった。だが腕の傷が思いのほか深く、出血を抑えていた時に──図書館の常連である愛咲優花が現れた。

　何とか言い訳をして追い返すはずが、あの男が起き上がったせいで緊急対応するしかなかった。

　──何も聞こうとしなければ、俺の日常の一欠片のままでいてほしかったのに。

　あそこまでするつもりはなかったのに、なぜ、あんなやり方で黙らそうとしたのか。

　自分で自分が分からない。

（……限界なのかもしれない）

　元より、目標を失った人生だ。過去の憎しみだけにしがみついて、今の仕事を続けているに過ぎない。

　心の均衡を保つために、自分はまだ大丈夫だといい聞かせるために、司書を続けてきた。いや、続けさせてもらった。

『君の強さを見込んで、頼みたいことがある』

　八年前、そうやって『彼』は近づいてきた。天涯孤独になった自分を陰日向と支援してくれたというのに、それを裏切るような行為をした。

　ついに、マンションの部屋の前に着いてしまった。

　彼女が出て行ったなら、鍵は開いているはずだ。合鍵すら、この部屋には用意していない。

　だが、一度外に出ればオートロックがかかる。共有口もそうだ。エントランス付近にも彼女はいなかったから、とっくにここを離れているはずだ。

　逃がしたのもあまりに悪手だったと思う。だが、急拵えの監禁などできるはずもない。

　よっぽど、心が限界だったのだ。

（俺の二重生活は、どちらも終わりだ。これから先、どうなるのだろう。ひとまずは引っ越しか）

　だが、思いのほか、どうでもよかった。おまけのような人生の続きを、あの人のおかげで、それなりに他人の役に立たせてもらっているだけ。惰性で生きるにしても、金はある。

　──脳裏を過よぎるのは、この部屋を出て行った彼女のこと。

「？　……！」

　弓弦は鍵を出さずに、ドアのハンドルを動かしたが、手応えがった。

（施錠されている？）

　急いで鍵を取り出して、鍵穴に入れる。

　やはり締まっていた。

（どういうことだ。スペアキーは部屋のどこにもない。この鍵は他の住民とは別のメーカーのものを付け替えた……管理人には、誰が来てもスペアは出すな、といってある）

　愛咲優花は、鍵を作って出て行ったのか。いや、どうしてわざわざそんなことをする。仮にここの住所を押さえるのが目的でも、鍵を付け替えるなどわけないし、そもそも引っ越しを考えていた。

　弓弦は、ゆっくりと音を立てないよう、僅かにドアを開けた。

「……？」

　ふわりと、温かな匂いがした。

　もう十年近く、自宅というテリトリーで嗅いだことのない、しょうゆで何かを煮込んでいる香りだ。トントンと、何かを刻む音もする。

（なんだ、何が起きている）

　頭が混乱してきた弓弦は、たった一つの可能性が浮かんだものの、それをすぐに打ち消した。

　あり得ない。あり得るはずがない。あり得てはいけない。

　玄関を上がると、まずは通路がある。その向こうにもう一枚扉があり、キッチンダイニングに繋がる。

　普段なら、この隙間から覗き込んで中を確認していた。だが、心身にまとわりつく倦怠と諦観、そして楽観的すぎる想像による混乱で、弓弦は一気にドアを開けた。

「──っ、くりしたぁ……！」

「……どうして……」

　そこにいたのは、エプロン姿の愛咲優花だった。

　彼女はキッチンに立って、調理台でキュウリを切っていた。この部屋にまな板も包丁もなかったはずだ。

「ごめんなさい！　勝手に台所と冷蔵庫を使って……。でも、水しかなかったし、調理道具もなくて、一時間ぐらい鍵開けっぱなしで買い物に。戻って締め直したんですけど……ごめんなさい」

　包丁を置いた彼女は、何度も頭を下げた。

　いや、なんだこれは──あり得ない、あり得るはずのない、あり得てはいけないたった一つの可能性が、そこに存在していた。

「なんで……ここにいる？」

「え……？」

「鍵は掛けたけど、出て行く分には必要ない。俺は、あんなことをしたのに、どうして」

「……やっぱり、変でしょうか」

　ぽつりと、彼女は呟いた。

「菊嶋さんには、菊嶋さんの事情があるんじゃないか、って、どうしても思ってしまうんです。……だから、それをきちんと聞きたくて、待っていました」

　あ、と彼女は何かに気づいたように手を叩いてから、少し緊張した面持ちでいった。

「おかえりなさい、菊嶋さん」

　──理解できない。

　弓弦は、答えられずに鞄を床に落とした。
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　そりゃ、そうなるよね──優花は、硬直した弓弦を見つめながら、一つため息をついた。

　自分でも、弓弦の姿がなかった時点で逃げるか、警察に駆け込むべきだと思う。

　しかし──どうして弓弦が、という気持ちの方が勝って、彼を待つことにした。

　監禁することだって不可能ではないし、荷物は手つかずで、服に至っては洗濯までしてくれていた。

　何より、いつも図書館で見ていた彼と、昨夜の彼はどうしても結びつかない。

　愚かだとしても、もう一度確かめたいと思った。

「えーと、コンビニや百均って野菜も売ってるんですね。せっかくだから、一から作ろうと思って。肉じゃがと、あとキュウリの和え物にしよう、と。でもお鍋が一つしかなくて、お味噌汁とご飯はインスタントですけど」

「……いや、俺が聞きたいのはメニューではなくて……待っていた？　正気なのか？」

「はい。私の行動が不可解なら、菊嶋さんの行動も不可解なので、ちゃんと確かめたいんです」

「……」

「私、花苑図書館が好きなんです。ほっとする場所なんです。……その理由の一つが菊嶋さんだったんです」

　好き、とは直接いえなくなっていた。まだやはり、困惑しているからだ。

　だが、菊嶋を含めてあの花苑図書館という空間が、好きという気持ちに偽りはない。

「だから、もう一度お話をさせてください」

　どういう結果になるかは、分からないけども。

　とりあえず、手早くキュウリの和え物を作り、出来上がった肉じゃがを紙皿に盛る。この家には、本当に生活感がない。辛うじてガラスのコップが四つ、洗い替え用に仕舞われているだけ。二つは茶を注ぐにしても、白飯や味噌汁を盛るのは抵抗がある。底が深めの紙皿も必要だと、後悔した。

　優花は結局、インスタントのものはそのまま出すことにした。

　手洗いを済ませた弓弦が、肉じゃがを盛ってくれたのが、なんだかおかしいような、微笑ましいような──。

　何だか、これまで何度も想像を巡らせた姿でありながら、非現実感だけはまだ抜けなかった。
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「……美味しい」

「本当ですか？　よかった！　肉じゃが作るの久しぶりで、作り方間違えてたらどうしようかと」

　弓弦は殆ど喋らないが、たった一言の賞賛に、優花は胸が熱くなった。

　ここからＣ地区までは、そう離れていない。優花でもそれなりに土地勘のある場所だった。スーパーが少し遠く、マンションの近くにコンビニと百円均一ショップがあって、ひとまず優花はそこで道具と食材を買い込んだ。メニューは、コンビニでジャガイモが袋入りで売られているのを見て、さらに肉のパックが偶然一つ残っていたのが決め手だった。

（他のメニューでもよかったけど、なんだか、ピンときたのが肉じゃがだったんだけどね）

　だから、弓弦が食べてくれたのが嬉しい。

「肉じゃが、好きだったりします……？」

「普通……だな」

「そう、ですか……」

　そこで会話が終了した。

　だがしばらくの沈黙の後、弓弦が口を開いた。

「でも、こんなに美味しい肉じゃがは初めてだ」

　ほんの少し、取り繕うような空気があった。だが、嘘ではないのは箸の動きで分かる。

　何度も味見をしたのに、弓弦の一つ一つの動きから、眼を離せず──だんだん、味が分からなくなった。

　それは多分、決して嫌な気持ちではなかった。だからこそ、昨晩のことと頭の中で繋がらない。

「……どうして、出て行かなかったんだ」

　箸を置いた弓弦が改めて訊ねてきた。優花も、そっと箸を置いた。

「もう一度、話をしたいと思ったからです」

　すでに答えた言葉を、再び告げた。

「話って、何を？」

「……菊嶋さんは、とても危ないことをしているんじゃないですか？」

　思っていることを素直に告げた。

　命の危険があるような、裏の仕事。司書の仕事とは真逆だ。

　弓弦は黙っている。だが、僅かに眉を寄せた表情は「そんなこと話す義理はない」と語っているように感じた。

　きゅっと、優花は一度唇を結んでから、再び口を開いた。

「私、何か協力できませんか？」

「な……？」

「あ、あの、協力というとちょっと違うんですけど……菊嶋さん、私にこのことを知られたことで……困ったことになっていませんか？」

「……まぁ、知っている人間に見られたのは……正直」

「私、誰にもいいません。でも、きっと口でいうだけだったら、菊嶋さんは信じてくれないと思う……私は、菊嶋さんにいなくなってほしくない」

　あの花苑図書館という空間が好き。

　でもそこには、彼がいなくてはダメだ。

　──あんなことになっても、そう思えるぐらいに、目の前の彼のことを好きになっていた。

　消えないでほしい。

　たとえ彼にとって、花苑図書館という世界の司書でいる方が偽りなのだとしても。

「私は多分、直接貴方をサポートはできないと思う。だから、そばにいます。何もできなくても」

「……正気か？」

「少し、自信ないですけど。少なくとも、目撃者の私が目の届く範囲にいるなら、菊嶋さんも安心でしょう？」

　この答えを導き出すまで、悩んだ。だが、たとえどんなに悩もうと、決めない限り答えは出ない。

　随分と、肝の据わっている──いや、怖いもの知らず過ぎる。そんな一面に、誰よりも自分自身が驚いている。

　色々あり過ぎた夜が、自分の中の何かを変えてしまったのだろうか。

「俺がたとえ、どんなことをしていても、同じことをいえるのか？」

　真っ直ぐ見据えられて、思わず怯みそうになるのを、優花はぐっと堪えた。

「確約はできないです……でも、それでも私は知りたい」

「何を？」

「菊嶋さんが、どうしてそういうことをしているのか……ううん、違う」

　いってから、優花は首を左右に振った。

「事情を知りたいのは本当。でも一番は……」

　優花はおそるおそる、手を伸ばした。

　弓弦はテーブルに両手を置いていた。そっと、その手に己の手を重ねる。彼が反射的に引っ込めようとした。

「菊嶋さんがどうして、ずっと辛そうなのかが、知りたいんです」

　その言葉に、弓弦が動きを止めた。

　そして冷ややかな体温の手を通して、彼がほんの僅かに震えているのに気づいた。

　本当に、悪い人間なら──絶対に、そんなことしない。

　優花は、確信していた。

「好きな人に、何も知らないで消えられる方が辛いから」

　たとえ自分の考えが、あまりに主観的で、都合の良い推測なのだとしても。

「……本当に、変な人だな……愛咲さんは」

「自分でも、そう思います」

　何も教えてもらえない悲しみの方が、優花には勝っていた。

　優花の提案があまりにも突拍子のないものだったからか、弓弦は観念したように「分かった」といった。

　彼は、決して合法とはいえない、ある仕事に関わっているらしい。詳細は話せないが、決して他人から認められ、褒められることではない、と。

　どうしてそういうことをしているのかは、弓弦は固く口を閉ざしていた。

　好きな人、という言葉をどう捉えたのか。

「じゃあ君が納得できるように、君の望む関係になる」

「……私の望みは、消えないでいてくれることです」

　そう告げると、彼はしばらく考え込んだ。

「少なくとも、消える時に一言は告げる。恋人というのは、俺にとって縁遠かったけど、少なくとも俺はきちんと告げる」

「……本当に？」

「俺にとっても、メリットはある。君を、近くで見ていられる」

　つまり、監視だ──だが、それも優花は受け容れることにした。

　形だけでも、恋人となった。

　最初に抱いたことに関しては、謝罪してくれた。

　戻ったようで、大きく変わった日常が始まった。
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「優花ちゃん、弓弦と付き合い始めたんやってね」

　翌週の月曜日の夕方、花苑図書館で、庭で休憩中だったゴンさんに呼び止められて唐突に聞かれた。

　あの後、弓弦との進展はない。お互い普通に自宅で過ごした。ただ、連絡先だけを交換し、おはようとおやすみの言葉だけは交わした。

「え、あ、えーと……はい」

「なんやぁ、弓弦もやっと本懐遂げたって。もうちょい早く話してくれても」

「……あの」

　優花は疑問に思ったことを聞いた。

「ゴンさん、いつも弓弦さんの方も私を気にかけている、みたいな言い方しますけど……」

　優花の気持ちがダダ漏れだったのは否めないが、少なくとも弓弦にはそうした気配はなかった。

　それに、あまりに耳が早い。弓弦が話したのだろうか。しかし、そもそもそういう話を職場の人間に打ち明けるような人だろうかというと、疑問だ。

　すると、ゴンさんは「ははぁ」と笑った。

「そりゃ、その通りやから」

「え……？」

「ま、ま。別に変に間を取り持とうと思てなかったけど、くっついたんやったらそれでええやないの。ほれ、彼氏さんのとこ行っといで」

　ひらひらと手を振られてしまうと、追求もしづらい。

　優花は館内に入った。

　弓弦は接客中だった。相手は館内でよく見かける四十代ぐらいの男性だった。

　何冊かの貸し出し処理の後、男性は優花とすれ違う形で出て行った。

「弓弦さん」

　そっとカウンターに近づいて、優花は呼びかけた。

「優花さん、来てくれたんだ」

　──お互い、名前で呼び合うことになった。それだけで、日常に変化がついたことを否応なしに感じてしまう。

　だが、弓弦の態度は、恋人らしい口調にこそ変わったが、雰囲気は以前とあまり変わっていない。気さくで、穏やかで優しい司書。

　今まで通って距離を詰めた好きな人と両想いになり、交際したという、とてつもないハッピーエンド。

　だが、きっかけだったあの夜の出来事。そして、弓弦の事情に、この関係そのものに弓弦の感情は入っていないだろうこと──必死で繋ぎ止めて、取り戻したはずの日常なのに、優花はやはり、寂しいものを少しだけ感じるのだ。

「今日、久々に定時で終わったから……弓弦さんは？」

「あと少しで終わるよ。何か食べて帰る？」

「うん。そのつもりで来たの。じゃあ、本読んで待ってるから、終わったらメッセージ送ってくださいね」

　寂しさは見せないように、優花は笑顔で軽く手を振って、本棚の方に向かった。

　花苑図書館は、今日も変わりはない。

　いや、誰にとっての『変わらない』なのか──。

　そんなことを考えながら、優花は、なんとなしに人の殆どいない本棚の方へと向かう。

　そちらは、日本文学全集が揃えられたところだ。

　国語の授業で習う有名な文豪達の名前が、ずらりと並んでいる。いずれも重厚なハードカバーだ。発行年の古さも相まって、この棚辺りは、独特の紙の匂いがした。

　有名な作品は大抵新装版や文庫本で復刻しているし、著作権が切れていればネットでも読める。こうした全集をわざわざ図書館で読む人は、文学研究を専攻する学生か、読みたくても借りられていたり書店になかったりして見つからなかったケースが多い。

　優花はそのいずれでもないが、昔から全集を読むのが好きだった。びっしりと凝縮するように組まれた小さい文字を読むと、読むのに集中せざるを得なくなり、そして時間を忘れる。

　嫌なことを、考えなくて済む──。

　だが、待ち合わせまでじっくり読書をする時間はない。かといって、パラパラと読める雑誌コーナーは、有料の私設図書館の中でも人気で常に人がいる。邪魔になってしまわないように、ここを選んだ。

　その時、ふと、視線を感じた。

「……？」

　窓の外を見た。だが、何もない。

　それに、視線を感じた方向は窓のあるところではなかった。

（……本棚？）

　それは優花が背を向けていた、全集と向かい側の本棚だ。重量のある全集の棚は、ぐらつかないように壁際にある。そしてこの図書館の本棚には背面の板がないため、天板と本の隙間から向こう側が見える──。

（誰かが覗いていた？　……弓弦さん？）

　だが、優花がそーっと本棚の裏側を覗いても、弓弦どころか誰もいなかった。

（でもここ、有料の図書館だから、入ってくる人は全員、館の人が分かっているはず。私の気のせいかも）

　ふう、と、優花は俯いて息を吐いた。

「どうしたの、優花さん」

「わっ！　あ、ごめんなさい」

　突然声をかけられて優花は驚きの声をあげたものの、すぐにそれが弓弦と分かって、声を出したことを謝罪した。

「早かったんですね」

「いや、もう三十分経っているよ」

「そんなに……？」

「面白い本でもあった？」

　くすっと、弓弦が笑った。

　その微笑みは、以前と全く変わらない。優しくて穏やかな弓弦だ。

　だが、その微笑みの下で、彼はずっと──。

「優花さん？」

　呼びかけられて、優花は再び俯いていた顔をあげて「ううん、何でもないの」と首を横に振った。

「とりあえず、外へ出よう。店は俺に任せて」

「え、いいんですか？」

「もちろん」

　弓弦が踵を返して歩き出す。優花は、横に並ばずにその後ろをついていった。あまり通路は広くない。横並びだと他の人の邪魔になってしまう。

　それに、弓弦がどこまで他の人に話しているかも分からないし、利用者の目もある。

　カウンターには遅番の女性職員がいて、弓弦が軽く頭を下げた。彼女もすぐに会釈した。優花も思わず同じ動作をすると、彼女も同じように返す。利用者への単なる挨拶にも見えて、弓弦との交際を知っているかどうかは分からなかった。





＊＊＊






　ファミレスや居酒屋でも全く問題なかったのに、弓弦が連れてきてくれたのは、ライトアップされた植物園を臨むホテルの創作料理レストランだった。

　ホテルに入った時、全くフォーマルな格好をしていないからと焦ったら「カジュアルな店だから」と、弓弦は気にしないようにといってくれた。

　店内のやや落とされた照明は、煌びやかさを目立たせるよりもいっそう落ち着いた、洒落た雰囲気を醸し出していた。ゆったりとしたＢＧＭは、会話の邪魔をしない音量に抑えられている。

　だがカウンターに座っている、仕事帰りやデートの人達の格好を見ると、弓弦のいう通りそこまでハードルの高い店はないようだ。そのことに少し安心する。

「ここはコース料理じゃなくて、アラカルトだけなんだ。だから、少し呑むだけ、という人も多いんだ」

「そうなんですね」

「時々、独りで来る。騒がしい人間もいない、でも堅苦しい店でもない。それが程よく、気を紛らわせてくれる」

　いつもはカウンターか半個室の席に行くそうだが、彼がウエイターに一言二言話した後、案内されたのは窓際の席だった。

「……わぁぁ！」

　思わず感嘆の声が漏れた。

　陽が沈んだ直後、夜が深まる前の、藍色の街。次々と光り出すイルミネーション。人々が点にしか見えない。普段は、自分もその中の一つでしかない。

　弓弦と出逢った花苑図書館も、運命が変わった夜の路地も、この臨みからはるか遠い。

「すごい……」

「俺もあまり見たことないんだよ。綺麗だな」

「うん。……私の住んでる場所ってこんなに広くて……私の知っている場所は、あんなに狭いんだなって」

　点の一つ一つ、つまり見える範囲でこの街に住まう一人一人に、それぞれの人生があると思うと、何だか途方もないものに感じる。

　弓弦を見ると、彼も夜景から目を離さないでいたが、優花の視線に気づいたのか口元に微笑みを浮かべた。

「とりあえず、座ろうか」

「あ、はい。そうですね」

　ウエイターはこういう客に慣れているのか、優花達の会話が一段落つくまで待っていてくれた。

　メニューブックとは別の綺麗な紙に、今日のオススメは神戸牛のサーロインステーキと達筆で書いてあった。

　その金額は、少なくとも優花は、パッとこの値段を出すのは大きく悩んで、そして結局出さないだろうというものだった。

（カジュアルっていったのに、値段はカジュアルじゃない……ええ、どうしよう。残業代が出たから余裕はあるけど）

　買うつもりでいた服を諦めれば、割り勘でなら出せる。

「まずはこのオススメにしないか」

「えっ！」

「あれ、優花さんは牛肉嫌い？　前に食事に行った時は、普通に食べていなかったっけ」

「ち、違うの。でもこれって……」

　ちょっと予算オーバーなの、とはハッキリいえず、控えめに値段の部分をトントンと指で叩いて示した。

　すると、弓弦は「ああ」と、すぐに理解したようだった。

「構わないよ。俺が出すから」

「ええっ」

「こういうところは男が出すものだから」

　少なくとも、今まで優花は誰かに奢られた記憶はない。

　学生時代の友人達とは、たまにおつりや端数を誰かが負担しても、基本は割り勘だった。親しくしていた男性も同様だ。

　かつての弓弦との食事では、自分の好きなものをそれぞれ注文して、自分の分は自分で出した。

　今回、自分が出さなくていいとしても、この値段はホイホイと他人に出していい金額なのだろうか。

　戸惑っていると、弓弦が小さく息をついた。呆れている、とも少し違う様子だった。

「恋人って、そういうものじゃないか」

「……そう、なんでしょうか？」

「女性だって、色々とお金がかかっているだろう。俺はこれといって趣味もないし、君と恋人になったことで……引っ越しする必要もなくなった」

　──そう。監視のための、恋人。

　だったらここまでする必要はないのではないか、と、優花はいい出しそうになった。だがこの場で、揉めたくはない。

「……甘えてもいいんですか？」

「いいよ。それに、これは礼でもある」

「礼？」

「この間の肉じゃがの」

　しれっといわれて、優花はぶんぶんと首を横に振った。

　確かに、調理道具やら材料やらの金は受け取っていない。いや、そもそも優花が勝手にやったことだ。

「三倍返しどころじゃないですよ？」

「金額の話じゃない。……それで、他は何にする？」

　問答はそこで強制終了だった。

　遠慮がちにサラダとパンとデザートを選んだら、シャンパンをつけられてさらに「これは好き？」と聞かれながら二品ほど追加された。

　まずは食前酒のシャンパン。

　優花はあまり酒に詳しくなく、ウエイターの説明も覚えきれなかった。だが、グラスに注がれた琥珀色の液体が照明の光を返すのがとても綺麗だった。

「乾杯」

　チン、とグラスを鳴らしてから、一口だけ含む。

「美味しい……」

　ふわっと広がるのは、味というよりも香りだった。

　今までで飲んだ中で、一番高価で、美味しい酒だ。

　最初に運ばれてきたサラダは、僅かな傷みも感じない瑞々しいレタスの緑と、フレッシュな赤いトマトのコントラストがまず視界に入った。

　シンプルだが、良質な食材であるのは一目瞭然だった。澄んだオリーブオイルをかけて食べると、しゃっきりとした食感の後から奥深い甘味がじんわりと舌に広がった。

　アラカルトなので、ある程度の順番は考慮してもらっても、次々に運ばれる。

　神戸牛のサーロインは、フォークだけで食べられる一口大のサイコロステーキだった。普段、自分で調理する分はしっかり火を通すが、店のオススメはレアだったので、弓弦に聞かれた時にそのままレアを選んだ。

　口に含むと、とろりと、溶けるような食感だった。

「凄い……こんなの初めてです」

　付け合わせの野菜も、火が通っている分、サラダよりも甘味があって、肉の蕩ける脂と優しく絡み合う。

　弓弦は「そう」「良かった」というだけだが、こちらを見つめる瞳はとても穏やかだった。

「……ここへはね、確かにいつも独りで来るけど、君以外に一緒に来た人は二人いる」

「え……そう、なんですか」

　どう反応すればいいのか、分からなかった。

　もしかして、女性なのだろうか。それにしても、仮にも恋人にそんな話をするのだろうか。

「最初は死んだ父と、高校の入学祝いで」

「……お父さん、お亡くなりになったんですか？」

　弓弦は静かに頷いた。

「二十歳の時に。優しい父親だった」

　弓弦の視線が、夜景へと移される。父親のことを思い出しているのだろう。

　優花も、外を見た方がいいのか悩んだが、迷いながら彼を見ていると、再び視線が合った。

「あと一人は恩人。父が亡くなった後に世話になったんだ」

「……女性？」

　うっかりと、つい聞いてみた。すると、弓弦はふっと小さく笑って、首を横に振った。

「男性だよ。安心して」

「あ、えっと……はい」

　ただでさえ奢るといわれたのに、気を使わせてしまった。

　ああいう仕事をしているなら、両親とは疎遠なのかもしれないと何となく思っていた。

　だが短い言葉の中でも、その声で、父親のことを尊敬していたのだろうと推測できた。母親のことは分からないが、そこまではさすがに追求できない。

「その人はもう身内みたいなものだから。だから、優花さんが初めてだね。家族以外と来たのは」

「そ、そう、なんですね……」

　顔が熱い。

　もしかしてここは、弓弦にとってとても大事な場所だったのではないか。

（そこへ連れてきてくれたなんて……）

　ゴンさんもいっていた。彼の方も元々自分に気があったのだ、と。

　信じていいのだろうか──。

（でも、私達の今の関係の始まりは……）

　弓弦にとっては、優花が告発しないように。

　優花にとっては、弓弦がいなくならないように。

　そのための監視から始まった関係だ。

　少なくとも彼からは、恋人になろうといわれても、好きだといわれているわけではない。

　デザートと食後のコーヒーを飲み終えて、レストランを後にした。

　恋人同士で来たなら、このまま部屋をとっても何の差し支えもないはずだ。

　だが弓弦はあの夜以降、優花に指一つ触れない。

　帰り道でも、肩を寄せることすら弓弦はしなかった。
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　そもそも、弓弦の仕事について、優花ははっきりと説明されたわけではない。

　ただ、決して表にできない仕事だといっていた。

　警察に告げられると困る。となると、非合法なものなのだろうと推察した。

　正直、怖いと思う。そして恋心を見抜かれて、口封じのつもりで触れられたことも──だが、一線は越えなかった。

　本当に悪い人間なら、そこで踏みとどまるのか。それとも、何か恐怖があったのか。

　優花ももちろん、ショックではあった。

　だが、何も理由が分からないままいなくなる──それが一番怖い。

　そんな歪な恋人関係になって、一ヶ月が経とうとしている。

　毎日、簡単なメッセージのやりとりはしている。優花はうっかり返信が遅れてしまうこともあるが、弓弦はマメで必ず朝と夜に、何かしら送ってくる。

『今日は夕方から雨だから、傘を持ってできるだけ明るい道を歩いて』

『地下鉄で三時頃に事故があったらしいから、もし乗る予定があったら気をつけて。できればタクシーで移動して』

　実際にこれらの通りであることが多く、おかげで過ごしやすい。優花も「何か有益なことを」と思うものの、自分の知っていることはすでに弓弦も把握していそうで、いつも「ありがとうございます！」としか返せなかった。

　──実際、少し気に掛かることがあった。

　花苑図書館でも感じたような気配を、たびたび外でも感じるようになった。だが優花がサッと振り返ったり、コンビニに駆け込んだりすると、すぐに消えてその後は何もない。

　毎日ではなく、そして決まった時間でもない。

　この間は、振り返ったら普通にスマホを弄っているだけの男性がいて、逆に向こうを驚かせてしまった。

（なんだろ、図書館でのこと引きずってるだけかな）

　帰り道。今日は定時を一時間ほど過ぎて残業した。辺りはまだ明るめで、大通りだと人も多い。まだ酔っ払いも出る時間帯ではない。

　弓弦にいい加減、相談してみるべきか。毎日ではないため、どうするかずっと悩んでいた。

　もしかしたら、優花が気づかないだけで、毎日実は──と思い始めたからだ。

（今日は弓弦さんの家に行ってみようかな）

　結局、弓弦の家に行ったのは最初の時だけ。外でデートを繰り返している。弓弦からは来るなとも来いともいわれていない。

　事前に連絡しようと思ったが、ふらりと足がすでに弓弦のマンションに向かっていた。とりあえず、留守だったら引き返せばいい──。

　いや、花苑図書館に先に向かう方がいい。

　なんでそれをしなかったのだろう。

　とにかく、一度自身の感覚に疑惑を抱いてしまうと、心臓がバクバクとして冷静になれなかった。

　マンションに着く前に、優花は踵を返した。

（メッセージだけ入れとこう）

　スマホを取り出し、優花は文面を打ち出した。

　その時、目の前に、どこかで見たような男が──いや、見たことはない。

　気配が、同じだった。

「──あ」

　まるで防衛本能のように、頭の中でページがとてつもない勢いで開かれて、たった一つの記憶に結びついたが、その直後に優花は気を失った。

（──弓弦さん……）

　相談していればよかった。

　いなくなってほしくない。そう思ったのに、これでは──。







後章 救いを求めて








　弓弦は廃ビルに向かっていた。

　オーナーが高齢で管理が行き届かないが、なぜか売却を拒んでいるという物件だ。そのため厳密には廃ビルではないのだが、入っているテナントがたった一件のみ、それ以外は片付けもまともにできないまま放置されている。一般人から見れば、ほぼ廃墟だ。

　遅番でそろそろ上がるというタイミングで、優花からのメッセージがあった。

『これからい』

　メッセージはそこで途絶えていた。

　これから行ってもいいか、と送りたかったのだろうか。

　だが何度聞き返しても返事はない。どこにいるのか、何かあったのか。全く分からない。もしミスなら、訂正されたメッセージが来るはずだ。だがそれもない。

　彼女の家については、改めて聞いていない。だが、図書館の会員情報に載っている。この手の権限は全て権藤が持っている──仕事には関係ないため、許可を貰うべきだろうと判断した時だった。

　ピコン。

　いつもはバイブのみでサウンドオフにしているが、優花の返事を待っていたためオンにした通知音が鳴った。

　慌てて画面を確認すると──それは確かに優花からだったが、優花のものではなかった。

『一人で来い』

　短いメッセージとともに書かれていたのは、用事があり時折訪れる廃墟一歩手前のビルの名前──優花が知っているとは到底思えない。

　こんなメッセージが送られてくるということは……。

（優花さん……どうか無事で）

　一番、恐れていた。

　口封じも、突き放すのも、最初は彼女に深入りをしないためだった。同時に、彼女から嫌ってくれて離れてくれることを望んだ。自分と縁が途切れれば、敵が関わってきても、彼らが優花に迫る理由がなくなる。

　だが、結局できなかった。

　だから、あえて近づいて──だが触れない距離で、できるだけ目の届く場所に、と。

　彼女にも生活がある。せめて毎日メッセージをやりとりすることで、無事を確認していた。ＧＰＳや監視アプリを入れてもよかったのだが──どうしても、できなかった。

　個人的な感情に、あまりにも揺さぶられすぎた結果がこれか。

『お前、あの子にあまり入れ込みすぎんなや』

　恩人からいわれた言葉。彼は、最初から弓弦の気持ちを分かった上で祝福しつつ、優花とは一線を引くべきだと警告していた──。

（分かっているよ。分かっていた。でも、俺はまだ甘かった。こちらの世界の人間になりきれなくて……申し訳ないです、ゴンさん）

　そして、優花にも──。

　巻き込まないで済ませたい、など、ただの甘えだった。

　五階建てのうち、四階に入っている唯一のテナント。扉には『泥どろ生お商事』とある。

　名前に意味はない。実態は商事でも何でもないのだから。

　ノックをせずに入ると、見覚えのある男がソファーでふんぞり返っていた。

　花苑図書館で何度か見かけた中年の男だ。ひょろりとして、落ち窪んだ目がぎょろりとしている。

　ここにいる、ということは、会員登録に使った身分証などは偽造だったのだろう。

　──目的は、自分か、あるいは……。

「ノックぐらいせえ、菊嶋のお兄ちゃん」

　嘲るような笑い声でその男はいった。

　やはり見間違いではなかった。

「うちの若い子、ようも向こうへ引き渡してくれたな」

「随分と回りくどいことをするんだな。あんた自らご苦労なことだ」

「この眼で見た方が早かったんでな」

　用件は分かった。

　先月、片をつけた件についてだ。優花に見られてしまったあの夜、始末したのは、この男の子飼いだ。色々と一線を越えたので、弓弦は上からの指令を受けたのだ。

　この男は、まだ少し泳がせていた。それも、命令だったのだが──。

　ともかく、この男が優花を攫ったのは間違いない。

　弓弦は、拳をぐっと握りしめた。

　すると奥の部屋から、体躯の良い男が三人出てきた。

（そりゃそうか──報復だな）

　こういうことは珍しくない。ここまで直球なのは少ないが。

　この男も、子飼いがいても所詮は末端──捕らえるべき悪は、もっと大きい。

　弓弦は、この狭い部屋でどう立ち回るかシミュレートし、そして一歩踏み込んで跳躍した。

「命乞いすんやったら、許すの考えたってええで」

　下卑た笑いに対して、弓弦は嘲るような笑いを返した。

「ふざけるなよ。──絶対に返してもらう」

　優花を、必ず無事に。

　もし、攫われたのが優花でなければ、もっと冷静でいられたかもしれない。

　だが今はとにかく、彼女を助けることだけを、身も心も優先した。





＊＊＊






　ゴト、ゴト、ゴト──規則正しい動きが、走る車の揺れだと気づいた優花は、ゆっくりと眼を覚ました。

　シートベルトをして座らされているが、隣の人の肩に思い切りもたれている。だが、頭を動かそうにも身体がだるい。

「──お、気ぃついた？」

　運転席から、聞き覚えのある声がした。

「ゴン、さん……？」

「これから弓弦んち送るからな。色々あってちょっと遠回りしてるけど」

「なんで……？　私……助かったの？」

「……もう少し寝とき。着いたら起こすわ」

　いいのだろうか──そう思った時、ふと視線を横にやると、隣にいたのは弓弦だった。

　彼も眠っていた。

　頬が汚れていて、手当がされている。

（──また、怪我をしたの？）

　頬を撫でてあげたいと思うものの、睡魔が再び襲ってくる。

（……助けてくれたんだ、弓弦さん……）

　嬉しかった。

　何よりも、今こうして彼に触れられているのが。

　生きているから、触れられる。

　優花は、弓弦の肩に身を預けてまた瞼を閉じたのだった。
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　──弓弦の匂いがする。

　優花がもう一度眼を覚ましたのは、彼の部屋だった。

「起きた？」

　ベッドで寝かされていて、その脇には弓弦が直接床に腰を下ろし、優花の手を握ってくれていた。

　汚れはないようだが、車の中で見た通り、彼の頬にはガーゼが貼られていた。

「弓弦さん……」

「……申し訳ない。俺がついていれば、こんなことには」

「ううん……助けてくれたんですよね……？」

　その問いかけに、弓弦は答えない。ただ、少し寂しげに微笑んでいるだけだ。

「あいつらが君を襲うことは、もうないと思う。だが、君は住む場所を変えた方が良い。全ての費用はきちんと出す」

「……どうして？」

「君は、俺への報復行為で誘拐された」

　報復、という言葉に優花は思わずビクッと震えた。

　怯えが伝わったのだろう、まるで安心させるかのように、弓弦が手を握る力が僅かに強くなった。

　温かな手だった。

　──ずっと、触れてはくれなかったのに。

「本当はあの夜、君に触れず、静かに姿を消すべきだった。なのに──ほんの僅かにでも繋がりを持っていたくて、それができないならいっそ……と、あんな暴挙に出た」

「弓弦さん……」

　あんな暴挙とは、無理やりに触れた時のことをいっているのだろう。確かに恐怖はあったが、結局弓弦は一線は越えないでくれた。

「君の申し出は、まるで夢を見ているかのようで。だから、守り抜くと決めて、乗ったんだ」

「……それって……」

　私を本当に好いてくれていた、ということなのかと聞こうとしたが、それは遮られた。

「だけど、もう終わりにしよう。こんな目に遭わせてしまったのだから」

「え……」

「暫くは大丈夫だから、その間に全て済ませておこう」

「それじゃ、意味ない！」

　思わず優花は大きな声でいってしまった。

　身体はまだ少し重い。誘拐された時に、何か薬で眠らされたのだろうか。

「……また、何も教えてくれなくて……何もいわないで、私の前から消えようってことなの……？」

「優花さん……」

「私は結局、失っちゃうの？　大事な場所も、好きな人も……理由が分からないままなんて、嫌。選ばせてくれないなんて」

　人はそれを我儘というかもしれない。

　だが、何も分からないまま、こうしろああしろと決められてしまうのは、もう嫌だ。

「私ね……弓弦さんが好きよ」

　ぽつりと、優花は小さな声でいった。

「図書館で、真面目にお仕事していて、子どもが泣いていたらすぐに駆けつけて、皆に慕われていて……陽だまりみたいな人だなって、思った」

「……それは、見せかけの俺だよ。そういう人間を演じて、そっちが本物だと思うことで、もう一つの仕事をこなしていた」

「本物って、なに？　……私にとってはやっぱり、あの図書館での弓弦さんも弓弦さんで……そして、裏のお仕事があるとしても……助けてくれたのは貴方でしょう」

「だが、そもそもの原因は……」

「放っておけないのが、本当の貴方だと思うの」

　レストランで、亡くなった父のことを話した時の弓弦を思い出していた。

　優しい父だった、と、彼はいった。とても短い言葉の中に、父を敬愛し、模範として生きているのだろうと感じた。

　なぜ弓弦が、裏の仕事に従事したのかは分からない。だが、そうせざるを得ない理由があっただけのこと──本質は、とても優しい人なのだろうと優花は確信している。

　優しいから、いい人なのか。それは正直、分からない。

　だが、いえるのは──どうあっても弓弦を恐れ、嫌うことができないでいること。むしろ、もっと知りたい。その上で、彼が悲しい何かを背負っているなら、支えたいと願う。

「……私、覚悟してる」

「優花さん……？」

「ううん、私だって、ちゃんといわなきゃいけなかった。ごめんなさい。……弓弦さんがどんな人であっても、私は好き。聞かないでいることも愛だと思うけど……私は、話してほしい」

「……」

「それでも、私にいえないのなら……お別れを、受け容れます」

　遠くに行こう。仕事を変えてもいい。

　今の仕事もどうしてもやりたいと思って続けているのではなく、元を辿れば早く独立したくて、内定を最初にもらったところに行っただけのことだ。

　優花は、そっと上半身だけを起こして、弓弦を見つめた。

「……。本当に」

　俯いた弓弦が、ぼそりと、呟く。

「本当に、受け容れてくれる……？　俺のことを」

　その言葉に、優花は一度だけしっかりと頷いた。
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「俺の父は、殺されたんだ」

　弓弦は小学生の時、母を病気で亡くした。

　それ以来、父が男手一つで弓弦を育ててくれた。

　父は再婚せず、忙しい合間をぬって旅行に連れて行ってくれたり、勉強を見てくれたりした。

　父は会社では役職持ちで、経済的に困ることはなかった。弓弦は私立大の附属高校に行き、そのままエスカレート式で大学に進んだ。

　だができるだけ父の負担を減らしたいと、下宿はせずに実家から通った。

　旅行にはなかなか行かなくなったものの、一緒に食事に出かけたり、大学祭にも呼んだりと、親子仲は変わらなかった。

　そして必ず二人で行うのが、母の墓参りだった。

「あの日もそうだったんだ。母の十回目の命日だった」

　母の墓前に供える花を買いに行くといって、珍しく休みだった父は家を出た。

　弓弦は大学があった。必修単位のため休むことはできなかった。そのため講義が終わり次第、父と合流して一緒に墓参りをする予定だった。

　講義が終わってこれから向かうという時、警察から電話がかかってきた。

　携帯には、すでに何回か着信があった。だが、電源を切っていたのが仇となった。

　父が通り魔に襲われ、救急車が駆けつけた時にはもう手遅れだったことを、弓弦は知らされた。

　つまり最初の電話の時点で、父のために弓弦ができることは、もうなかった。

　父は息絶える瞬間まで、母の墓に供える花を固く握って手放そうとしなかった。仏花を嫌った彼女のために買ったのは、カサブランカだった。

　母へのプロポーズで捧げた花でもあったという。

（そういえば……！）

　優花もその事件は覚えていた。

　何人か被害者がいて大半が軽傷だったが、最初に刺された男性だけが命を落とした。

　現場には血とともに白い花が散っていたと、そのことが執拗にテレビで流されていたのを思い出した。

　それが弓弦の父親だったとは、知らなかった。ニュースで名前は出たはずだが、菊嶋ではなかった気がする。

「菊嶋は母の旧姓なんだ。戸籍上は、父と同じだよ。……父を殺した犯人に復讐するために、大学を辞めて、菊嶋を名乗り始めた」

　すでに二十歳だったため、他の親類を頼る必要もなかった。

　そしてあの事件は、ただの通り魔事件として終わらなかった。

　むしろ、テレビのワイドショーでは、あの後のことの方を大々的に報道していたのを、優花も覚えている。

「あの事件の犯人って……確か……」

　そこまでいうと、弓弦はこくりと頷いた。

「裁判の途中で……死んだ。病気だったらしいけど、様々な憶測が飛び交って……でも俺には関係なかった。復讐すべき相手が、呆気なくいなくなってしまった」

　何もかもが理不尽だった。

　亡き妻のために、彼女の好きな花を買った父が、ただそこを通りかかったというだけで刺されてしまった。

　混雑のせいで救急車もパトカーも到着が遅れてしまった。

　そして、犯人も判決を待たずに死んでしまった。

　弓弦は、悲しみも憎しみも宙に浮いたような、虚無の日々を送り始めた。

　大学を中退した。そうなると時間が余った。気づけば図書館にこもるようになった。

　自分と同じような人はいるのかと、本を読み漁った。

　そんな生活の中で、弓弦は、あらゆる事情で加害者がのうのうと生活し、被害者だけが苦しむ事案を身近に感じていった。

　これまで自分は、どれほど平穏の中に身を置いていたのか。

　その平穏が光だとすれば、暗い影でなんと多くの人が悲しみを背負っているのか。

　悲しみも憎しみも、どこにぶつけていいか分からなくなった時──弓弦は、ある人物に出会った。

「どうしても名前はいえないけど、俺の恩人だ。彼は、俺に『悪を滅する仕事をしないか』と持ちかけてきた」

　弓弦が恩人と呼ぶその男は、スカウトの役目を自ら請け負っているのだといった。存在は公になっていないが、主に様々な組織への内偵調査を行う機関で、それでいて警察とはまた別なのだという。

『決して表に出ることのない仕事だが、是非協力してほしい』

　何とも危ない話ではあるが、すでにもう捨て鉢の人生だった。

　いつ死んでもいい。

　しかし、もしこれが本当に誰かの生活を守れるというならばと、弓弦は恩人の話に乗った。

　実際、決して表に出る仕事ではなかったが、弓弦の働きによって、幾つか違法行為をしている人物をあぶり出すことができた。

　救い出すのが難しかった者達を救える。

　それはまるで、復讐相手を失った自分への救済にも思えた。

　やりがいを感じると、生きる気力も戻ってきた。働きながら大学の夜間学部に編入し、幾つかの資格も取った。司書はその一つだった。

「俺が話せるのはここまで。……どうする？　正直、俺の本当の仕事について話すのは、結構リスキーだったんだけど……でもまぁ、今回は特別に許可が出てね」

「特別……？」

「うん。恩人に相談したら「俺を信頼する」と」

　それはつまり──もし優花が他言すれば、弓弦が責任を負うということではないだろうか。

「……大丈夫。私、話しません」

　むしろ、ほっとした自分がいる。

　弓弦の仕事は、基本は内偵なのだという。

　ただ、あの夜はどこからか情報が漏れて、襲撃に遭った。そして優花を攫ったのもそこと繋がりがあった。

　だが、今回の誘拐で事態は大きく動いた。

　弓弦への報復で優花を攫ったことにより、件の組織はそこから芋づる式で関係者が引きずり出されることになったらしい。

　そうなると、向こうとしてはもうこまごまとした復讐をしている場合ではない。

　弓弦が安心していいといったのは、そのためだ。

「でも、いつまた君を巻き込むかは、分からない。だから、今すぐに離れる方がいい、と」

「……一つだけ、確認させてほしいんです」

　優花が訊ねると、弓弦は口を閉じた。

「大事なことを聞いていませんでした。それで、決めたいんです」

「……いいよ、答えられる範囲でだけど、答える」

「大丈夫。貴方の仕事に関係することじゃないですから。私が聞きたいのは……」

　すぅ、と、優花は息を吸った。

　大きい声を出すためでなく、覚悟を決めるためのものだ。

「弓弦さんは、私のこと好きですか？」

　たった一つの大事な質問だった。

　最初に聞くべきだったこと。

　貴方のことを教えてといって、監視目的で仮初めの恋人になって──でも、望んでいたのはそんなことではない。

「…………」

「お願いします。正直に答えてほしい。私は、弓弦さんが好きです。恋人になった時、私の日常を壊したくないから、といったけど、本当は純粋に貴方が好きだったから──」

　弓弦の裏の顔を知り、強引に触れられた時、逃げずに勇気を振り絞ったのに。

　大事なことを確かめなかった。勇気があったなら、聞けたはずなのに。

「教えてください、弓弦さん」

　優花は真っ直ぐに弓弦を見据えて、なおも訊ねた。

　沈黙。

　時間の流れは、とても遅く感じた。だが実際はとても短いのかもしれない。

「それを答えたら、優花さんはどうするの？」

「──」

「俺はやっぱり、もう終わりにした方がいいと今日、実感した」

「それが貴方の答えなの？」

　逃げないでほしい。

　そう切に願う。

　だからこそ、優花は絶対に視線を逸らさなかった。

　弓弦も、逸らさなかった。

　眉を寄せ、しばらく考え込むように瞬きをした後、彼はゆっくりと唇を開いた。

「好きだ。だからこそ、離れるべきだと思う」

　そして弓弦も、大事な答えを聞かせてくれた。

　お互い、示すべき勇気を間違っていた──優花は、力を抜くようにふわりと微笑んだ。

「だったら私は、離れたくないです」

　ずっと決めていた覚悟を、優花はやっと告げた。

　弓弦は、かつて優花が彼を知りたいと聞いた時と、同じように驚いた顔をしてから──同じく力を抜いたように、笑ってくれた。

「優花さんには敵わない。最初からそうだった」

　難題は山積みだ。

　現実として、弓弦の仕事については、いずれお互いしっかりと話し合うべきだと優花は思う。

　だからといって、離れるという選択はどうしても、優花にはできなかった。

　しばらく無言で見つめ合った。

　どちらともなく、ゆっくりと顔を近づける。

　ようやく交わした、愛し合う恋人同士の口づけだった。
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　かつて、弓弦に押し倒されたベッドの上に、再び優花は組み敷かれる。

「ん……」

　倒されながらキスを繰り返す。

　唇は熱く濡れて、啄むたびにちゅくちゅくと音を鳴らす。

　その音がさらに鼓膜を震わせて、まだキスだけだというのに優花はぞくぞくと背中が痺れた。

「あ、は……あぁ」

　服をまとったまま、しっかりと抱き締められる。

　その力の強さに、胸が熱くなる。

　優花も腕を伸ばして、逞しい背を掻き抱く。

　深く口づけられて、歯列をなぞる舌に震える。優花は口を開いて、その舌を誘い込む。舌の厚みを感じて、絡ませ合い、唾液を混ぜる。

　熱い吐息を呑み込んで、吐いた息を吸われるのを繰り返す。

「んん、ふぅ、あ……んん」

　倦怠感はすでに飛んでいて、ただ、目の前にいる愛しい人を求める。

　最初に触れられた時の不安は、もう甦らない。

　恋人になってから触れてこない不安も、今は消えている。

　今、本当の恋人同士になれたのだという喜びだけが、ある。

「ん、あ、はぁ……ぁ」

「優花……」

　離れた唇が耳元で名前を囁く。

　低く濡れた声に、優花はぞくぞくと震えた。

「あ、んっ」

「俺の名前も呼んで……」

「……弓弦、さん……」

「さんは要らない」

「……弓弦……」

　呼び捨てにしていいのか、少しだけ迷いつつも、いわれた通りに囁く。

　すると弓弦が、ふ、と小さく笑った気配がした。

　汗ばんだ皮膚に、吐息がかかる。

　弓弦の唇は、耳朶を甘く噛んだ後、ちゅ、ちゅと音を立てて、首筋から鎖骨へと滑っていった。

「あ、あ……ん」

　ブラウスのボタンをゆっくりと外される。アウターはすでに脱がされていた。

　二つの膨らみをおさめたブラが露わになる。汗でしっとりと湿った肌が外気に触れて、ひんやりと感じた。だがすぐに、熱を取り戻す。

　淡いグリーンのレースに、胸元にはピンクの小さなリボンをあしらった愛らしいデザインだ。下に穿いているショーツも揃いのデザインだったのを思い出す。

「……可愛いね」

「ん……恥ずかしい、です」

「今日は俺に見せるためのものじゃないと思うけど……こういうのが好きなんだな」

　指摘されると、どう答えていいのか分からず、優花は視線を横にそらした。

　確かに、自分で買うとどうしても、こうした傾向の下着を選んでしまう。自分の肌に合うかどうかよりも、派手すぎず地味すぎず、無難なもの。それでも可愛いと思えるデザインで、というこだわり。

「似合ってない……ですか？」

「可愛いっていったじゃないか。優花らしいな、って」

　私らしいって、なんだろう。

　だが、その言葉が、とてもくすぐったい。

「っ、ん」

　弓弦の手が、そっと背中に滑り込んできた。僅かに身体を浮かしてやると、パチ、と、軽やかな音がした。

　その直後、胸元の締めつけがなくなった。

　強引にずらされた、あの夜とは違う動きだった。あの時、ブラは特に壊れていなかったものの、今はとても丁寧に扱われて、何だかそれが酷く優花を安心させた。

　むっちりとした乳房を、弓弦の手が包み込む。

「あ、んっ」

　マッサージをするような、柔らかな手つきだった。性急さはない。

　揉みしだかれると、だんだん胸の尖端が固くなっていく。濃いピンクに色づくそれは、弓弦の指と指の間から顔を出して、男を誘う。

「っ、ひゃあっ！」

　きゅむっと乳首を摘ままれた時、優花はひときわ甘い声を出した。

　ぴりっとする刺激が、身体の疼きを強くさせる。

　しばらく手で弄ばれていた胸だったが、弓弦の唇が近づいて、右の乳首をぱくっと口に含んだ。

「っ、んっ、あ、んん」

　ねぶる舌の動きに、優花はふるふると首を横に振った。

　吸われていない方の乳首は、くりくりと人差し指と親指で弄られて、乳輪ごとぷっくりしている。

（胸だけで、気持ちいい……っ）

　息が上がってしまう。

　期待だけが積み重なっていって、自分でも脚の間がひくつき始めているのが分かる。

　まだ男を知らないそこが、雄を待っている。

（恥ずかしい……）

　あの夜だって、身体は反応してしまっていた。

　弓弦のことは好きだ。もちろんそれゆえの疼きだったはずだが、やはり恐怖もあった。身体が、それを防御しようとしたのかもしれない。女性の肉体には、そうした働きが起きると聞いたことがある。

　だが、今は違う。

　攫われたことへの恐怖に、触れてこなかった不安。それらが解消されて、今はただひたすら、弓弦を待ちわびて濡れてきているのだ。

「はあっ、あっ！」

　じゅうっと吸い上げられて、優花は高い声をあげた。

　びくびくと、腰を捩らせ、くたりと身体を弛緩させる。だが、弓弦の唇はまだ離れず、ちゅ、ちゅ、と弱い刺激を与えてくる。

「んっ、んんっ、や、だめ」

　心臓が早鐘を打つ。

　ブラとブラウスはとっくに脱げきって、優花の上半身はもはや何もまとっていない。脚を広げているせいで、スカートもずり上がっている。

「優花……」

「な……んですか？」

　唇を離した弓弦に名を呼ばれて、優花ははぁはぁと息を乱しながらも小首を傾げる。

「君の裸が、見たい」

「っ……」

「下も全部、脱がせていいだろうか……」

　そう乞われて、優花は僅かに躊躇う。

　だが、意を決して、こくりと頷いた。そうしなければ、きっと先には進めないからだ。

　優花は自ら、スカートのホックを外し、ファスナーに手をかける。引っかかるかもしれないと恐れたが、すーっと下りていって内心安堵した。

　その後は弓弦の仕事だった。

　彼は優花に、少し腰を浮かすよう促してきた。優花が応じると、まずはスカートを脚から脱がされた。

　優花は、ショーツ一枚の姿になった。

　ショーツの左右の淵に指をかけられた時、優花はきゅっと眼を閉じた。

　秘裂には触れられたものの、はっきりと彼に見せたわけではない。

　す、す、と、ショーツがゆっくりと下ろされていく。

　そしてついに、覆い隠すものがなくなる。

「……可愛いなぁ」

　弓弦が、感心したように呟いた。

「や、だ、恥ずかしいです」

　裸を晒してから、毛の処理だとか痣の有無だとか、雑念のように色々なことを考えてしまった。

　だが、弓弦は全く意に介することなく、優花の腰から太腿、そして足先までを撫で下ろしていった。

「んっ、ぅ……」

　慰撫しているだけなのに、それさえも甘やかな刺激になる。

　すると、弓弦がゆっくりと、優花の脚を左右に開こうとした。

「っ！　やっ、あ、ダメですっ……！」

「どうして？」

　そう聞かれても、恥ずかしいからだとしかいいようがない。

　だが上手く力が入らない。

　──身体は、期待してしまっている。きっと心も。

　羞恥は、僅かに残る理性のせいだ。

　答えられないでいると、弓弦が優花を安心させるかのように微笑んでから、先ほどよりは穏やかさを感じる力で、やはり脚を静かに開いていった。

　今度は、優花も抵抗しなかった。

　ねばっこく湿り気を帯びていたせいか、秘裂はぴったりと閉じていた。だがそれも、ぱっくりと花が咲くように開く。

　そして、濃密な匂いが優花の鼻先にも届いた。

　弓弦には、しっかりと香っているはずだ。

「ひくついてる」

「だ、って……」

　興奮しているから、なんていえるはずがない。

　曝かれた秘花は、ひくひくと動いて、ちゅ、ちゅく、と自ら音を立てている。

「綺麗なピンク色だ。ここに入ったら、気持ちよさそうだな……」

「い、いわないで、ください」

「……でも、君は初めて……だろう？」

　その一言に、かああっと、優花は顔が燃えそうなほど熱くなった。

（ふしだらって思われた？　こんな、いや確かに以前も濡れたけど、でもこんなになってるって目の当たりにして……幻滅された？）

　鎮まっていたはずの不安が、そろりと眼を覚まそうとしている。

　だが、弓弦は嘲るような気配は一切なく、ただただ、優しい眼で──しかし明らかに情欲で濡れた眼で、優花を見つめていた。

「君にはもう、痛い思いをさせたくない」

「弓弦……？」

「いっぱい濡らしておきたい。怖がらないでね」

　軽く呼吸を整えてから、弓弦はあろうことか優花の脚の間に顔を埋めた。

「やっ！　な、何をっ……！」

　弓弦は答える代わりに、熱い舌で優花の秘部を舐めあげた。

「ひゃあぁっ！」

　指とは違う、ねっとりとしながらもざらついた刺激に、優花は嬌声をあげた。

「や、やだ、そこ、舐めちゃうなんて……」

　恥ずかしいを通り越して、そんなことを弓弦にさせていいのかと、優花は戸惑った。

「優花の味がする」

　うっとりとした声で囁かれる。吐息が、濡れそぼった膣口にかかって、優花はひゅっと腹に力を入れた。

「あ、ああっ……！　や、ああっ！」

　優花の胸を吸っていた口が、今は直接、淫唇を弄っている。

　熱い舌先が蜜を垂らす秘壷の淵をなぞり、ぺちゃりと舐め、さらにその上で芽吹き始めている淫核をくりくりと押し始めた。

「ひあああっ！　だめぇ！」

　これまでの刺激など本当に微弱だったのだと思うほど、ピリピリとした甘い痺れが全身を駆けていく。

　優しくも容赦のない愛撫だった。

　粘る音は聴覚を支配し、眼を閉じるとより鮮明に聞こえてしまう。

「ああぁぁ……っ、あっ、あっ、だめっ」

　かくかくと腰が勝手に動く。

　脚を閉じたいのに、上手く力が入らなくて膝が笑ってしまう。

　さらに弓弦はそっと太腿を押さえてきた。もはや閉じることはできない。

「ひぅうっ！」

　弓弦の舌が、ぬちゅうっと、中に入ってきた。淵に触れた固いものは、彼の歯なのだろう。それほど深く押し込められて、優花はきゅんきゅんと内壁を収縮させた。

「あ、あああっ、だめ、来ちゃうっ」

　何が来るのか。それを正しく言葉にはできない。

　だが、確実に迫ってくる何かがある。

　腰を上げたら、弓弦は驚いてしまうだろうか。

　だが、もう限界で、優花はぐうっともはや無意識のうちに腰を浮かせた。

「いぃああぁぁーっ！」

　ぱちんっ！　と、視界が爆ぜる。

　とぷんっ、とぷり、と、ひくつく秘裂の奥から愛液が溢れるのが、自分でも分かってしまった。

（わ、私……イッたの？　これが、イく……？）

　初めての感覚だった。だが、優花は確信した。

　達したのだ。いや、達せられた、というべきか。

「っ！　んんっ！」

　だが、弓弦は達した優花を離そうとせず、むしろひときわ強い力で、溢れ出た蜜をじゅうじゅうと吸い始めた。

「あ、ああっ！　だめですっ、それっ！　ああぁん！」

　こくこくと、弓弦が明らかに喉を動かしたのが、振動で伝わってくる。

（……飲んでる、私の、あそこの……！）

　どうしてそこまでしてくれるのだろう。

　確かに、知識として、体液を飲む行為は知っている。

　だがその衝撃が、こんなにも激しいものだとは、全く思わなかった。

　何もかもが初めてで、強烈だった。

「あ、あ……ぅ、んんっ、あぁ……」

　蜜を吸われていると、だんだん刺激にも慣れ始めたのか、息が少しだけ整ってくる。

　だが同時に、身体の最奥がきゅるきゅると音を立てる。

　腹の虫なんかではない。とめどない刺激に、身体が本格的に雄を欲し始めたのだと、優花は本能で察していた。

　膣淵を綺麗に舐め取った弓弦が、ようやく顔を離した。

　彼の顔はきっと、優花の愛液にまみれているだろう。そう思うと、まともに見られなくて、優花は両手で顔を覆った。

　しかし、想像してしまう。

　自分の出したものを貪り、それで汚れている好きな人の姿を。

　とろ、とろりと、もはや愛液が流れるのを止められない。

「……もう充分かな」

　ふ、と、弓弦が笑う気配がした。

　つうっと指先で、熟れきった秘部をくすぐられて、優花は「ひゃあんっ」と叫んだ。

　火傷しそうなほど、そこはもう熱い。

「……優花」

「ゆず……る……」

「図書館で……君を初めて見た時から……俺は、君の明るさに惹かれていた」

　優花はそっと、手を下ろした。

　弓弦は、口元だけが濡れていた。きっと頬や鼻先についたものは拭ったのだろう。

「他の利用者と違う……なんだろうな、君が来ると、いつも嬉しかったんだ」

「……た、たぶんそれは……」

　優花は、一度きゅっと唇を結んでから、口を開いた。

「私が……弓弦のこと、好きだったから……最初に逢った時、から」

　花苑図書館という空間の中で、弓弦がとてもキラキラして見えた。

　輝いている、というのだろうか。恋の欲目と分かっていても、優花にとってはそれは眩しくて、それでいてずっと見ていたい気持ちにさせた。

　一方で、ただの司書ではなかったことも、気になった理由なのかもしれない。

　この人の中にある、全てを見てみたい。

　──そんな欲望が、根底にあったに違いないと、優花は思った。

「……きっと、最初からそういえばよかったんだな」

「え……？」

　優花は一瞬、自分のことをいわれた気がした。

「君に自分みたいな男は、相応しくない。でも、あんな暴挙に出る前に、気持ちを告げていれば……もっと、いくらでもやり方はあったよな……」

　弓弦は後悔しているのだ。

　優花だって、後悔している。

　もしかしたら、徹底して拒んだ方がよかったのだろうか。

　拒んだ上で、それでも好きだといえばよかったのだろうか。

　だが、もう過ぎてしまったことだ。

　たとえやり方を誤ったのだとしても、ボタンを掛け違えたのだとしても、今こうして結ばれようとしているのだから、それでいい。

　他人がもし、それはおかしいといったとしても──。

「……でも、私達は、仮に遅かったとしても、もう気づいたから……」

「優花……」

「大好き、弓弦。ああいうことになっても、またこうして一緒にいたいと思うなら、私はそれでいいと思うの……だから……」

　優花は、両手を弓弦に向かって伸ばした。

「きて、ください……。一つにしてください」

　もう一度、しっかりと抱き締めて。

　そう願って微笑むと、弓弦が静かに自らの服を脱いだ。

　引き締まった素肌を、優花は初めて見た。身体には傷跡があった。弓弦が戦ってきた、いや戦わざるを得なかったこれまでの日々の証だ。

　優花同様に一糸まとわぬ姿になった弓弦が、ゆっくりと身体を重ねてきた。

　熱い肉体は、境界性が曖昧になる。

　唇を交わして、舌を絡ませ合う。濡れた皮膚が触れ合うと、息がまた上がってくる。

「弓弦……っ！」

　ふっくらと熟れた秘裂に、くちくちと熱い竿が擦りつけられているのを感じて、優花は思わず名を叫んだ。

　もう、雄を迎える準備はできている。

　処女であっても、優花は悟っていた。

　弓弦の手が、下へと降りていくのを見た。自身を握ったその手が、尖端を優花の秘部にぐっと宛がった。

「──っ！」

　舌とも指とも、全く違う質量だった。

「あっ、ぅ、んん……」

　ずっ、ずっ、と、肉感のある熱棒が優花の隘路を押し広げて進んでいく。

「はあぁっ、あっ！」

　雁首の太い部分が入って、さらに奥を目指す途中で、弓弦が僅かに腰を引いた。

　すると膣襞がめくれる感覚があって、優花は快楽に背を仰け反らせた。

　弓弦が慣らしてくれたおかげか、痛みはあるものの、それはごく僅かで、優花の雌花は雄茎をゆっくりと、確実に呑み込んでいく。

「す、ご、い……入って、擦れて……っあああっ！」

　心の中で思っていたはずが、声になっていた。

「んんっ！」

　ずっ、ずちゅっ、と、粘る音を立てて弓弦のものが何度かの抜き差しをしながら、だんだん深く入り込んでくる。

　さらりとした愛液とは違うような、ぬぴゅぬぴゅとした蜜が交接した場所から溢れていく。そのおかげで、

　奥に当たる感覚があった。

　完全に、一つになった。

「あ、ああ……んんっ」

　弓弦は激しく動いているわけではないのに、膣内で脈打つその存在を感じ取るだけで、優花の膣壁は震えるのを止められず、きゅうきゅうと締まる。

「……動く」

　たった一言の、掠れた声の呟きに、優花はこくりと頷いた。

「っ！　──っああっ！　んん、う、ぁぁぅ！」

　最初の動きに、ひゅ、と、息を呑んだ。

　ずちゅ、ずちゅと、控えめな動きなのに、身体の中がかき回されるような感覚に、優花は喘いだ。

「ああぁーっ、あっ、ゆず、ゆずる……っ！」

　次第に打ち付けるような腰つきになり、ぱちゅぱちゅと跳ねるような音がした。

　優花も、腰を動かして、弓弦を奥へと誘い込む。

　鈍い痛みは、ある。だがそれ以上に、悦びが破瓜の苦しみを快楽へと塗り替えていく。

　子宮口をトントンと押されているうちに、むず痒かった感覚がだんだん先鋭化していって、優花は高みへ突き上げられていった。

「ふああっ！　ああああああぁーっ、いく、いっちゃうっ！」

　びくんびくんっ！　と、優花は全身を震え上げさせた。

　ぎゅうっと、弓弦を締め付ける。ぶるぶると、彼の脈動を感じた。

「っ、くっ」

「ひっ！　んん、っ！　ああ、きゃああっ！」

　低く呻く声がした瞬間、ドッ、ドッと、二度ほど最奥を突かれて、腰を浮かせた優花は今度こそ絶頂した。

「っ！　んんっ！」

　その瞬間、ずるるっ！　と、勢いよく壁壺から肉杭が引き抜かれた。

　優花の中で育ったそれが、ぶるぶると震えているのを視界の端が捉えた。

（あ……っ）

　尖端には、僅かであるが血がついていた。

　処女を捧げた証だった。

　直後、弓弦がもう一度呻いてから竿を握った。

　そして照準を定め、びゅるる！　と、優花の腹に向かって精を放った。

　夥しい量の白濁液が、勢い余って優花の乳房にもべっとりとかかった。

　むわっと、嗅いだことのない雄の匂いが全身から立ちこめた。

「……ごめん……」

　弓弦が謝罪してきたが、優花はすぐに理解できなかった。

　ぼんやりとする思考の中で、確実性はないものの、弓弦が外に射精することで避妊してくれたのだとやっと察した。

（……でも）

　中に出してくれても、嬉しかったのにな──。

　勿体ないとすら思ってしまった。

　優花は情欲まみれの濃厚な匂いの中、弓弦の迸りの温もりを感じ取りながら、ゆっくりと瞼を閉じた。

　弓弦が優花の愛液にまみれた時も、同じ気持ちだったのだろうか。

　好きな人のもので汚れる、この満ち足りた気持ち。

　優花に訪れたのは、あまりに幸福な倦怠感だった。
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　クリスマスイヴ。

　この頃は、かなり陽が落ちるのが早くなった。寒さも増して、朝にうっかり手袋を忘れてしまった自分を呪いそうになってしまう。

　街のあちこちで電飾が光り、店からはクリスマスソングが漏れ聞こえてくる。

　道ですれ違う人々も、ウキウキとしている。彼らの表情を見ていると、仕事帰りの優花も自然と心が軽くなっていった。

　どうしても人手が足りずに出勤し、明日もまた昼から出なければいけないのだが、何とか今日は無事に定時で上がった。

　優花は、急いで花苑図書館に向かった。

　弓弦もちょうど今日、図書館に出勤していたのだ。彼の方は仕事納めだ。

「弓弦ーっ！」

　図書館の庭先で、ゴンさんと話をしている弓弦を見かけた優花は、元気いっぱいに手を振って彼を呼んだ。

　周りには二人以外いない。

「優花、思ったより早かったな」

「残業かなと思ったら、上司が帰してくれたの。その代わり、年が明けたらまたバリバリ働くことになりそうだけど」

　優花は転職も引っ越しもせず、今も以前と同じように生活している。今のところ、問題は起きていない。

　仕事では、優花の堅実な働きが評価され、そろそろ新しいプロジェクトを任される予定だ。

　早く家を出たいために選んだ仕事でも、今はやりがいを感じている。

「優花ちゃん、わしもおるんやけどな」

「あ、ごめんなさい。ゴンさん、こんばんは」

　優花はぺこりと頭を下げた。

「こんばんは。あー、もうちょっと待ってな。すぐ終わるさかい、ロビーで待っとって」

「はーい！　じゃ、また後でね、弓弦」

　再び手を振って、優花は図書館のロビーへ向かった。

　──その後ろ姿を、弓弦は眼を細めて見つめた。

「雨降って地ぃ固まるいうんか。まぁ、なんにせよ、良かったといっとくわ」

　ゴンさん──権藤に微笑ましそうにいわれて、弓弦は彼の方に向き直った。

「権藤さん……すみません。俺は……」

「いや、これはな、わしの見込み違い、誤算や」

　冷え込むような声だった。だが、弓弦は怯むことなく権藤と向き合った。

　権藤は、恩人だ。

　この図書館の実質的なオーナーであるが、それを知るのはごく僅か。そして知る者は皆、弓弦の裏の同僚でもある。

　そして亡き父の友人であり、弓弦を今の道に招いた張本人。生活の面倒も見てくれた。捨ててしまおうと思った人生の使い道を示してくれた人なのだ。

「でも、その誤算が嬉しいんや。権藤當とう十じゅう郎ろう個人として、お前の父親の友人として。導いといて何いうてんねんって話やけど」

「……権藤さんがいなければ、俺は、今ここにこうして立っていません。恩を返したいのに、結局仇で返したようなもの」

　優花に、仕事の内容を話したこと。

　その許可は、弓弦の責任という条件で出ていたものの、やはり危ない橋を渡ったことには変わりない。

「せやね。だから、今日で終いやな」

「権藤さん……」

「ああ、勘違いせんといてな。お前は充分働いてくれたで。この前のことも、こっちとしてはえろう助かった。ま、結果オーライな感じやったけど」

　優花が攫われた時のことだ。

　あれでさらに上の人間を引っ張って来られたのだという。もっとも、あの件以降の動きは弓弦は伝え聞いただけで、一切関与していない。

　それにしてもなぁ、と、ゴンさんが遠くを見る。

「お前が、常連のあの子に視線で追いかけているのに気づいた時に、もうやめさす方がよかったかもなぁ。ま、後悔先に立たずやね」

「……」

「今後、お前は必ず優花ちゃんを天秤にかけるやろし、そのたびに選ばなあかん。その一瞬の迷いは、ほんまにいずれお前を壊す。せやから、もうお前に危ないことは任せられんのや」

　はぁ、と、権藤がため息をついた。

「昔の誼やから、気の済むまで司書としてここにおったらええ。でも、ちゃんと考えときや。あの子と一緒にな」

「……ありがとうございます」

　弓弦は深々と頭を下げた。顔を上げると、権藤はぽりぽりと後頭部を掻いていた。

　顔つきはもう、いつものゴンさんだ。

「クビ切ってありがとうなんて滅多にないなぁ。大抵は「捨てられたー！」いうて怨まれるもんやで」

　はっはっは、と、ゴンさんは笑った。

「じゃ、話は終いや。今日のところは、デート楽しんどいでな」

「はい。今日から年明けまではお休みなので、ゴンさん、良いお年を」

「ええ年を。明けたらまた宜しゅうな」

　ゴンさんがひらひらと手を振る。

　弓弦は、踵を返してロビーへと向かった。

　その背中を、権藤は穏やかに眺めていた。

「──若いってええなぁ。なんぼでもやり直せるんやもん。そんで、やり直させたるんが老いぼれの仕事やろな。なぁ、そう思わんかぁ？」

　陽の沈んだ空に視線を向けて問いかけるも、返事はない。

　よっ、と掛け声を出して、権藤は花壇の一角に向かった。

　そこには、今は花は咲いていない。だが春になり、夏が近づけば咲き誇るはずだ。

　純白のカサブランカが。

「答えるわけないなぁ、お前の大事な一人息子に、ずーっと危険な橋渡らせてたんやもん。堪忍なぁ」

　この花を植えたのは、かの友人が命を散らした時だ。

　友人を死に至らしめた通り魔の男は、かつて権藤の仕事のパートナーだった。

　だが彼は、あまりに権藤を信奉しすぎた。

　それで、男は仕事で大きな失敗を引き起こした。その責任をとらせ、しばらく様子を見ていた時に、あの事件を引き起こした。見放されたと思い込んだ心につけいった何かが、あの男を暴走させたに違いない。

　けじめをつけねばと思ったが、その前に男は死んだ。酷く身体が弱っていたと、関係筋から聞いた。

　弓弦の父が、権藤の友人であることを、あの男は知っていた。

　最後のあがきだったのだろう。

　目的は、自分を見捨てた者への報復。

　つまり、友人を死なせたのは自分のつめの甘さだ。

　そのために、本来なら悲しまなくていい人間を、深い絶望に陥れさせてしまった。弓弦は元の大学で好きな勉強をして、父とともに平穏に暮らしていただろう。

　どんなに言葉で慰めても諭しても、自棄になるのを止められなかった弓弦を、何とか今日まで生かせた。

　やり方はあまり褒められたものではないが、生きてさえいれば何とかなる。自分は気づけば、やり直すには遠くに来すぎたが、弓弦にはまだまだ時間がある。

　とにかく何とかしてやる。それが、自分の役目だったと自負している。

　これからのことは、全て若い二人に任せよう。

「……堪忍なぁ」

　権藤はもう一度、友人に詫びた。

　そして同時に、弓弦とその恋人となった優花の幸福を、カサブランカの株の前で手を合わせ、ひたすらに祈った。







エピローグ 輝く夜を、二人で……








　優花は弓弦と、隣の駅に向かって歩いていく。

　歩道が少し狭いため、弓弦が先導する形で進むが、彼は歩調を優花に合わせて、何度も振り返ってくれた。

　もう少し速くてもついていけるのに、と思うが、仕事帰りであることを気遣ってくれているのだろう。

　それに、ゆっくりと歩くと、それだけ長く一緒にいられる。

　クリスマスシーズンには、大通りでイルミネーションが行われている。定番といえば定番のデートコースだが、せっかくだから見に行こうと優花が誘った。

　ゴンさんと何を話したのかは、聞かないことにした。

　助け出された時、車を運転していたのは間違いなくゴンさんだ。なんとなくであるが、彼も弓弦の仕事の関係者なのではないか、と、優花は推測した。

　だが、それも聞かない。

　今度は待つことにしたのだ。

　弓弦はもう、勝手に遠くへ行かない。その前に必ず話してくれる──信じると、覚悟を決めたのだ。

　隣駅が近づく。人の姿も増えてきた。

　その時、弓弦が振り向き、手を差し出してきた。

「混んでいるから、しっかり掴まってて」

　──混雑が理由なの？

　そう思いながらも、何だか弓弦らしいなと思って、優花は微笑んだ。

　弓弦の手は、手袋をしていないのにとても温かかった。優花の冷えた手が、じんわりとその熱を奪っていく。

（手袋、忘れてきてラッキーだったかも）

　くすくすと笑う。弓弦が訝しげに見てきたが、それに笑顔で「何でもないでーす！」と明るく応える。

　同じ体温になった頃、視界に煌めく光の渦が入り込んだ。

「わぁ……」

　ホテルのレストランでも見た夜景を思い出す。

　あそこからこの渦は、どう見えているのだろう。

　しかし、想像はできない。今この目の前にある光景を、弓弦と手を繋いで眺めている。

「初めて見たんだけど、綺麗」

　優花が囁くと、隣に並ぶ弓弦が、コホンと咳払いした。

「──君の方が綺麗だと思う」

「……」

　パチパチと瞬きをして、弓弦を見つめる。

　彼はこちらを見ずに、俯いた。その頬は真っ赤だった。

「……えへへ」

　その熱が、手を通して伝わってくる。

　優花は愛しくなって、弓弦の腕にぎゅっとしがみつくように、抱きついた。

　クリスマスイブの輝く夜は、始まったばかりだ。





＊＊＊






　人いきれの中、イルミネーションを眺めて、弓弦が予約してくれたレストランで食事をとった。

　優花は明日も昼から少しだけ出勤して、それが終わり次第、年末年始の休みに入ることになっていた。

　だから、食事の後の約束をしていなかった。弓弦が気を使ってくれているのが分かっていたので、優花からもなかなかいい出せなかった。

　しかし──。

「……帰りたくないです」

　優花はいってみた。

　弓弦は、少しばかり思案した後、何もいわずに優花の手を引いた。彼に導かれた先は、駅近くの有名なホテルだった。

　普通なら、クリスマスの前後は予約でいっぱいのはずだ。

　しかし、フロントで弓弦が名前を出すと、なんと「お待ちしておりました」とあっさりと受け付けてくれて、すぐさま鍵を渡された。

「君がしんどそうなら、キャンセルしようと思ったんだ」

　どうやら、優花に内緒で予約しておいてくれたらしい。仮に優花が「明日も仕事だから帰りたい」といっても、気に病ませないために。

　どうせクリスマスだから、キャンセルしても飛び込みの客はいるはずだからと、弓弦は笑って部屋まで手を握ってくれた。

（弓弦には敵わないなぁ）

　少しだけ複雑。出勤は昼からだから、一泊なんて全く問題なかったのに。

　だが、弓弦の心遣いと、そして──聖なる夜に、まだ一緒にいられることが、嬉しくてたまらなかった。

　上層階のセミスイートは、入るなりライトアップされた街が美しく視界に飛び込んだ。

　窓際に寄って眼を奪われていると、後ろからそっと抱き締められた。

　振り向いてキスをして、そしてそれから──。

「……これで、いいの？」

　優花は、明るい部屋の中で、用意されていたものに着替えさせられた。

　それは、真っ赤なランジェリーだった。

　だが、全く普段使いはできない。それは派手な色のせいではなく、本来隠すべき場所を隠していないからだ。

　ほぼ紐とパールで構成されたそれは、優花の豊かな胸を支えながらも、乳首を露わにしており、秘部どころか臀部も覆い隠すものが全くない。

　逆に脚は真紅のストッキングを履かされ、それをガーターベルトで留めている。

　さらにもう一つ箱があって、そちらにはハイヒールが入っていた。

　これらも普段なら、使うことはないだろう。

　そう、この聖なる夜のためだけの、弓弦からのプレゼントだ。

　弓弦は最初から、優花への贈り物としてこの部屋に先んじて置いていたのだ。

　無論、別のプレゼントはすでに食事中に貰った──愛らしいペンダントで、すでに首に飾っている。弓弦がつけてくれたのだ。

　こちらは、日常的に使えるはずだ。

「いいね、すごく綺麗だ」

　弓弦は、うっとりした声で囁いた。

　優花はいわれるままに、大きな窓の縁に腰掛けていた。縁といっても、出窓のように人が座るスペースがあり、尻たぶも冷たくなかった。

「パステルカラーの下着も可愛かったけど、君はこういう色のが似合う」

「弓弦……」

「よく見せてほしい」

　その言葉の意味は、ただ下着姿を見せつければいい、というものではないと、優花は察していた。

　ドキドキしながら、ゆっくりを脚を左右に開いた。

　もうこの時点で、隠すものは何もない。

「恥ずかしい……」

　口に出してみると、それだけで自分の淫らな姿を鮮烈に想像できて、身体が熱くなってしまった。

　ピンピンに固くなった乳首が、痛いほどだ。まだ彼には触れられていないのに。

　優花はきゅっと二の腕で乳房を寄せながら、両手をそろりと、下腹部へと伸ばした。

　そして弓弦に見せつけるようにして、秘花を自らの指で開いてみせた。

　ふっくらとした媚肉を押さえて曝いたそこは、すでに熱く濡れて、油断すると指が滑りそうだった。

「もっと見せてほしい」

「えっ」

「その間に、俺も脱ぐから」

　いいながらも、弓弦はソファーに腰掛けて、脚を組んだ。

　言動は非情なのに、その視線は熱が籠もっていて、そして優しい。

　優花はきゅっと瞼を閉じて、そっと中指を己の膣口に滑り込ませた。

「あ……っ、あ……」

　すでに潤んでいるそこは、女の指などあっさりと呑み込んでしまった。ぬるぬるとして、手応えが殆どない。

　ちゅぷちゅぷと、粘つく音が響く。

「あっ、ん」

　何度も抜き差しをしても、刺激は微弱だった。思い切り突いたり擦ったりしたくても、この姿勢では難しい。

　しかし弓弦に見せているのだから、体勢は変えられない。

「あ。ああぁっ……ん」

　指を何とか三本滑り込ませると、質量が増したからか、刺激が強くなってきた。

　じゅぷじゅぷと愛液を泡立たせるように、ギリギリまで抜いては挿入を繰り返す。

「は、あっ、はぁ……っ！」

　だんだん指の動きが速くなってくる。優花は脚を広げたまま、もう片方の手で己の乳房を揉み出した。

（あ、あ、だめ……弓弦に、見せないと……）

　弓弦とは、いつからか、時折こうした倒錯的な行為をするようになった。

　優花は嫌とはあまり感じなかった。弓弦も、優花が恥じらったりやりすぎたりしても、決して怒ることはなかった。

　むしろ、可愛い、愛しい、と何度も囁いてくれて、最後は絶頂まで導いてくれる。

　だからこそ、今はまだ達したくない。

　これもまた駆け引きだ。

　でもなんと甘やかで愛しい駆け引きなのだろう。

　いつまでも続けたくなってしまうのに、肉体は限界が来る。

「あ、ああっ、だめ……弓弦、きて……！」

　優花は懇願した。

　たまらずに腰を揺らすと、ぷるんと胸の膨らみが揺れた。

　元々、それなりの大きさがあったが、弓弦と結ばれて肌を重ねるうちにさらに質量と柔らかみを増した気がする。

　身体が、確実に作り変えられていく。

　そのことに多幸感を覚える自分は、やはり変わり者なのだろうか。

「いいよ、可愛いよ……優花……俺の優花」

　恍惚の囁きが近くで聞こえて、優花はうっすらと眼を開けた。

　弓弦はすでに服を脱ぎ捨てて、男の象徴を手で支えながら、優花の近くまで来ていた。

　彼のそれは、すでにスキンが被せられ、天を向いていた。

　いつも優花を高みへとつれていくものだ。

「あ、あぁ……弓弦……っ！」

　それが、欲しいの──と、いいたかったのに。

「ひゃあぁんっ！」

　弓弦が近くにきてくれたのと、彼の匂いで思わずぐっと指を深く入れてしまい、優花は小さく達した。

　ぴゅくくっ！　と、膣奥から蜜が溢れた。

「イッちゃった……？」

　弓弦が耳元に唇を寄せて、吐息をかけながら訊ねてきた。

　優花は、こくりと頷いた。

　だが、まだまだ足りない。

　こんなのでは、正直、達したうちに入らない。

　優花の女壷は、この空洞を満たしてくれる雄の存在を欲している。

　奥をいっぱい突いて、何も考えられなくなる瞬間を待っている。

（私って……こんなに淫らだったんだ……）

　ごくごく普通の女だと思っていた。

　むしろ臆病で、何か行動を起こすのが怖くて、ただただ平穏を望んでいる。快楽も劇的な人生も自分には関係ないのだと、思っていた。

　しかし弓弦を引き止めるために、あんな駆け引きをした時から、自分の中で何かが変わった。

　いや、気づいたというのが正しいかもしれない。

　とても執着心が強く、本当にほしいものを決して諦めない。

　今まで諦めてきたものは、きっと心から望んだものではなかったのだろう。

　本当に失いたくないなら、どんなに母に叱られても父に会いに行ったし、親しくしていた男性に積極的にアプローチし、友人とも疎遠になることもなかった。

　でも、それらは全て、弓弦と出逢い、手に入れるために必要な経験だった。

　そう、思うようにしたのだ。

　弓弦との出逢いに後悔はないし、未来は優花にとって希望に満ちている。

　だからこそ、彼の前では大胆になる。離れたくない、離したくない。

　そして同時に、何をしても彼はもう──自分の前から消えていかないという、自信。

「お願い……きて……」

　はぁ、はぁ、と、乱れた呼吸の中で、優花は願った。

　あの穏やかなだけだった、淡い恋の時代を遠くに感じる。

　もちろん、普段はとても満ち足りて静かな幸せを享受しているが、一度火が点けば、お互いを求めて満たさない限りは鎮まることがない。

　くちゅ、と、指を引き抜いて、優花は腕を伸ばす。

　身を屈めた弓弦と、深く口づけを交わす。その間、優花は何度も背を仰け反らせて、弓弦の肌に胸を押しつけ、擦りつける。

「貴方が欲しいの……」

　それをどうか分かってほしい。

　ちゅ、ちゅ、と何度もキスをしていると、弓弦が身体の向きを変えさせてきたので、優花は素直に従った。

　さっきまで腰を下ろしていた場所に両手を置いて、弓弦に向かって尻を突き出す体勢になった。

「あ……」

　すると、窓ガラスに自分の姿が映り込んだ。いくらイルミネーションなどで明るくとも、昼に比べると輪郭も色もはっきりとしている。

　もはや鏡であり、同時にこの姿が外から見られているのでは、ということを見せつけられて、優花は腰を震わせた。

「っ、んん！」

　だが羞恥に怯えそうになった瞬間、すでに自らの指で開いていた場所に、弓弦の雄が宛がわれ、ずぷぷと入り込んでいった。

「あ、ああぁっ！　やっ、んっ！」

　女豹のようなポーズのまま、優花は愛しい男を受け容れる。

「ひぅ！　んっ！」

　ずぷっずちゅっ、ぬぷぷ、ずん！　と、巧みな腰遣いでピストンを繰り返されると、優花は甘い声をどうしてもこらえられなくなった。

「ああぁーっ、んっ！　んん、ひあっ！　やっ、そこっ！」

　ぷるんぷるんと、胸が揺れる。そんな宙ぶらりんな乳房を、後ろからきゅっと持ち上げるように揉まれて、優花はきゅうんっと内壁を収縮させた。

　反った弓弦の雄が、ぐりぐりと、優花の良いところに当たり、擦り上げる。

　たまらなくなって、優花も腰をグラインドさせた。

　じゅぷんじゅぷん、パンパンと、粘る音と肌のぶつかる音が響き渡る。

「っ、は……いい、優花……いい」

　呻く声がセクシーで、優花は前を見た。弓弦の顔が見たかった。

　窓に映り込む弓弦は、汗びっしょりで、眼を閉じて頬が上気していた。肩で息をしていて、彼も情欲で乱れているのが明白だった。

　同時に、自分の浅ましい痴態も──だが、淫らな姿を、我ながら美しいとさえ思った。

「きもち、いい？　わ、私の、身体……っ！」

「ああ、最高だ……俺の優花……！」

「んんっ、私の、私の弓弦……っ！　うれ、しい！」

　私は貴方だけのもの、そして貴方は私だけのもの──。

　独占欲の極みを確かめ合う言葉。

　それがこんなにも、心を縛って、そして満たしていく。

　愛されている悦びで、死んでしまいそう。

「あ、ああっ、あ、あ、そこっ、んん！」

　降りてきている子宮口をノックされて、優花は腰を前後に動かして、いっそう刺激を求めた。

「あ、ああっ、あああぁっ！　いくううっ！」

　もはや絶叫をこらえきれない。

　肘をついて、顔を下ろす。すると尻をより弓弦に突き出す形となった。

　その瞬間、奥を貫かれて、パチン、と、爆ぜるような感覚があった。

「あああぁぁーっ！」

　嬌声をあげる。もはや誰に見られていようが構わない。

　ぴしゅうぅ、と、開放的な感覚があった。悦楽の果ての、女の射精だった。

「ふ、ぅ、っ！」

　弓弦はなおも腰を揺らした。優花の中で最大に膨張した雄茎が、大きく脈動した。

　そして、薄い皮膜越しに、優花の膣内に大量の精を放った。

　避妊具に阻まれて、身籠もるはずはない。

　だが、弓弦はなかなか射精を止められない様子だった。

　何より、すでに絶頂を迎えたはずの優花も、さらに搾り取ろうと濡れた隘路が勝手にぐにゅぐにゅと動き、弓弦を離さなかった。

「っ、ん……」

　ようやく射精が終わって、ぬるる、と引き抜かれた。

　襞がめくれる感覚に、優花は甘く喘ぐ。

　すっかり弓弦の形になっている秘部から、どろどろと、愛液が流れ落ちていく。

　すぐに崩れ落ちたい。膝がガクガクしている。

　しかし、優花はあえて踏みとどまって、少し脚を開いた。

「……もっと……」

　自分でも驚くほどに、濡れて艶やかな声が出た。

　この体勢のまま、優花は挿入前にしたのと同じように、指でくぱっと秘裂を拡げた。

　ねばぁっとした感触があった。摩擦で愛液がこねられて、粘り気を増した証拠だった。

　前のガラスも見ず、後ろも振り向かなかった。

　ごくりと、弓弦が唾を飲む音が聞こえた。きっと彼は、スキンを外して捨てているところだったのだろう。

　そう、クリスマスイブはまだ始まったばかり──優花は、ふふっと笑った。





【終】









あとがき








　こんにちは、宮みや小こう路じやえです。

　ここまでお読みいただいて、ありがとうございます。




　優花と弓弦と無事に結ばれたハッピーエンドではありますが、どこかちょっとビターな雰囲気がある結末になりました。

　元々は「秘密の顔を持つ男と、それを知ってしまった女」というプロットだったのですが、だんだん「誰もがもう一つの顔を隠している」という話になりました。

　ほんわかした日常と緊迫の非日常の間で、だんだんと優花が妖しく変わっていく様を楽しんでいただけたら幸いです。むしろ振り回されているのは弓弦の方だと思います。




　担当編集様にはお世話になりました。カバーイラストを描いていただいた園その見み亜あ季き先生。そして読者様、本当にありがとうございます。

　またお会いできますように。






令和五年一月吉日　宮小路やえ
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